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プロローグ　素敵なおじさまとベッドイン……!?




第一章　酔っぱらって、素敵なおじさまに絡んでしまいました

第二章　想像していた仕事ではありませんっ！

第三章　商品企画から販売促進まで、ひとりでやるのですかっ!?　（前半）










プロローグ　素敵なおじさまとベッドイン……!?






　可愛いお嬢さん。君の名を教えてほしい──





＊　＊　＊






　その声が聞こえたとき。

　ちひろは波に揺られているような心地よさで、天井をぼんやりと見ていた。

（ええと……どういう状態……なの……？）

　寝ているわけではない。ぼんやりとだが意識はある。だが、自分が今どこで何をしているのか、さっぱり理解できなかった。

（気持ちいい……ここは、どこ？）

　視界に映るのは、間接照明の柔らかなオレンジの光。天井の中央には木製のシーリングファンが回っていた。まるで宙に浮いているみたいにフカフカなベッドで寝ている。直接肌を擦るシーツも高級な生地なのか、なめらかでしっとりして気持ちがいい。

（えっ……私……何も着ていない……？）

　どうして裸で寝ているのだろう。

（ええと……ホテルのバーで、珍しいカクテルを飲んで……それから……）

　思考を遮るように、大きくて硬くて筋肉質な身体が、ちひろの華奢な身体をふわりと包み込む。

「え……？」

「辛くないか？」

　耳元で囁かれる低く掠れた声が、ちひろの心を切なく震わせた。

「あっ……」

　チュッ──

　思わず身をよじらせると、頬に可愛い音を立てて、キスをされてしまった。

「ふぁ……？」

　優しいキスは頬だけではない。額や耳の下、首筋にもたくさん与えられる。

　ゾクゾクとした快感が背筋からこみ上げ、ちひろは小さな喘ぎ声を漏らしてしまった。

「ふぁ……あぁん……」

「可愛い声だな」

　彼がふっと笑うだけで、ちひろの腰がビクビクと震える。潤む目で見返すと、目と鼻の先に、驚くくらいに整った男性の顔があった。

　ドクンッと胸が激しく高鳴る。

（ちょっとおじさまだけど……すごくイケメン……やだ、どうしてこんなことに……）

　彼が笑うと、後ろに流していた艶やかな髪がハラリと頬に落ちた。少し乱れた髪が端正な面持ちに陰影をつけて、とてもセクシーだ。垂れ気味の目じりに、すっきりとした高い鼻梁。柔らかそうな唇に男らしい頬骨と顎。太くしっかりとした首筋からも、男の色気を感じてしまう。鍛えているとひと目でわかる厚い胸板が目の前にきて、ちひろの心臓がバクバクと高鳴った。

（なんてステキなの？　こんな格好いいひとに抱きしめられたら、どうでもよくなっちゃう……）

　それにしても、どうして目の前の男性は裸なのだろう。

　そして、なぜ自分も裸なのだろうと、頭の中にハテナマークがいくつも飛ぶ。

「愛らしいお嬢さん。名前を教えてくれないか？」

（名前も知らない相手と……？　私、いったい……）

「おれは気に入った相手とは、名を呼んで愛し合いたいんでね」

　首筋をくすぐるように囁かれ、疑惑がすぐに押し流される。

（気に入った……私のことを……？）

　どういう流れであろうと、こんなに優しくてステキな男性に愛されるなんて、人生で二度とないかもしれない。

「ちひろ……です」

「ちひろ。かわいい名だ」

　彼の鼻にかかった甘ったるい声が、鼓膜をとおり抜け腰にズシンと落ちてくる。

（私、どんな下着だったっけ？　どうしよう、普段用のパンツだったら……）

　おそらく普通すぎるほど普通の下着を穿いていたと思う。レースやリボンくらいはついているかもしれないが、ヘソが隠れるくらい大きかったはず。そもそもちひろは、勝負用の下着を持っていない。

　イケメンに愛されるなんてシチュエーション、一生縁がないとまで思っていたくらいだ。彼はちひろのモヤモヤを払しょくするように、優しく何度も頬に唇を当てる。

　チュッ、チュッ……

　右の頬も左の頬も。額も、果ては鼻先も。優しい仕草に、ちひろの気持ちがどんどん盛り上がっていく。

「ひゃっ……ぁんっ……」

　首筋に顔をうずめられ、くすぐったくて裏返った声を出してしまう。

「ここが感じるようだね」

　彼は首筋ばかりを責めくる。

　可愛くない下着のことなんて、頭から飛んで行ってしまった。

「やぁっ……んっ……」

「可愛い声だ。もっと啼いてくれないか？　ちひろ」

　ちひろは名乗ったのに、彼は名乗ってくれない。

（もしかして、遊ばれている……の？）

「……ひどい」

　そう言い、くすぐってばかりしてくる彼を恨みがましく見返す。

　彼は余裕の態度で、ふっと優雅に笑った。

「ちひろは感じやすいな」

（私のこと、子どもっぽいと思っているの？）

　むくれた顔のちひろに、彼が何度も小鳥のようなキスを落とす。

「ちひろ。嫌なことも辛いことも忘れさせてやるから、おれに身を任せてくれないか？」

「おじさま……」

（嫌なこと……辛いこと……そう、そうよ。思い出した。私……）

　今日、信じていたひとに裏切られた。

　仕事を失っただけでなく、今月の給料ももらえず、明日からの生活には不安しかない。

（会社が倒産しちゃったんだ。明日から、どうやって生きていけばいいの……？）

　泣き出しそうになるちひろの髪を、彼が優しく撫で上げる。

　大きくて頼りがいがあって温情深い手に、ちひろの心が温かくなっていく。

（おじさまの手……とても優しい……慰めてくれるの……？）

　彼の言うとおり、今は嫌なことを忘れよう。素直に甘えて、愛撫に身を任せて、彼の愛で意識を満たしてしまおう。

　自ら両手を伸ばし、彼の広くしっかりとした背に腕を回した。より密着する態勢になり、気恥ずかしさと愛おしさが同時にこみ上げてくる。

「そう。しっかりとおれに掴まって」

　彼の唇と優しい声に誘われ、夢のような快楽へとどんどん意識が引き込まれていく。

「いい子だ。ちひろ」

「おじさま……」





＊　＊　＊






　今日は、いろんなことがあった日だった。

　会社が倒産して、明日からどうすればいいのかわからない。そんな心許ない心境だった。普通なら、ちひろの心は不安でいっぱいのはず。でも今は逆の心境だ。ちひろの心と身体は、彼の思いやりでいっぱいに満たされている。

優しいおじさまに労られ、甘いキスをたくさん受けて。肌を触れあわせて、愛をたくさん与えられ。優しい言葉をいっぱい囁かれて、お姫様みたいに大切に扱われ。嫌なことや、辛いことが、すっかり押し流された頃。





＊　＊　＊






　ちひろは、幸せの心地のまま気を失ってしまった──








第一章　酔っぱらって、素敵なおじさまに絡んでしまいました






　話は、数時間前に遡る──





＊　＊　＊






　中なか杢もくちひろは、社会人二年目の二十二歳。

　地元の短大卒業後すぐに上京し、東京の会社に就職した。

　親戚から、なぜ東京で働くことにしたのかと訊かれたときには、田舎だと企業も少なく、職種も限られてくるからと答えていた。すると、ほとんどのひとが納得してくれる。

　だが本音は違っていた。

　高校時代、好きだった先輩に、こっぴどくフラれてしまったからである。ちひろが好きだった先輩は、ちひろとの仲を友人にからかわれたとき、ムキになってこう返した。

「こいつは、ただの後輩だよ。小さくてガキっぽい子は、おれの好みじゃない」

　みんなの前でそう言われてしまったことがトラウマとなり、知り合いばかりの地元で働くのが怖くなってしまったのである。

　その失恋が尾を引いているのか、彼氏いない歴イコール年齢となってしまった。

　小さな文房具の卸会社に就職し、安月給ながらも日々慎ましく暮らしている。





＊　＊　＊






　そんな、ある日の土曜日──

　いつもより少し早めに家を出て、さほど混雑していない電車に乗り、いつもの店でカフェオレをテイクアウトしてから会社に向かう。降り注ぐ朝日は眩しく、緑の木々もサワサワと爽やかに揺れていた。

「梅雨も明けたし、いい天気。こんな日ってお仕事サボりたくなるのよね。……といっても遊ぶ予定なんて、特にないんだけど」

　会社は週休二日制だが、なぜか社長みずから土曜日出社するので、社員も出社して何かしらの仕事をすることが暗黙の了解となっていた。休日出勤として認められない、いわゆるサービス出勤というものだが、ときどき社長がランチを奢ってくれたりスイーツの差し入れをしてくれるので、ちひろはそれほど苦ではない。

「中杢ちゃんは仕事熱心だねえ。君みたいに素直で真面目な社員を持てて、ボクは幸せだよ」

　社長はときおり、ちひろをそう褒めたたえた。だからもっと頑張ろうと思ったし、休日も進んで出勤した。彼氏や彼女がいるひとたちは不満を漏らしていたが、ちひろは特にいないので構わなかった。

「ちひろは社長にいいように使われているのよ。無理してまで休日出勤しちゃダメよ」

　同僚はそう助言してくれるが、ちひろはあまりひとを悪いように思えない性格だからか、あいまいににごすだけだった。なんだかんだ言っても自分を認めてくれる社長を、悪く思えなかったのである。

　そんなことを考えながら歩いていると、古い雑居ビルに到着した。この一室がちひろの働く会社だ。エレベーターがなく、三階まで階段を使わないといけないので、ちょっとした運動である。

　階段を昇りきると、会社のドアの前に人だかりができていた。顔見知りの同僚たちは誰ひとり中に入らず、ドアの前で立ち尽くしている。

　いつもとまったく違う様子に、ちひろは首を傾げた。

「おはようございまぁす？」

　みな不安そうな面持ちのまま、返事もない。

　どうしたのだろうと思い、開け放たれたドアから中を覗くと──

「え!?　何？」

　驚くべきことに、会社はもぬけの殻だった。机も椅子もパソコンも。パーティションもプリンターもない。

　文字どおり、本当に何もなかった。

「どういうこと？」

　呆然としていると、仲のいい同僚が話しかけてきた。

「ちひろちゃん。大変よ」

「何があったんですか？」

　同僚が、事の次第を詳細に教えてくれた。朝一番に出社した社員が、少しだけ扉が開いていることに気がついた。てっきり、昨夜最後まで仕事をしていた社員が、鍵をかけ忘れたのかもしれない。強盗が潜んでいたら怖いからと、警備員を呼んで一緒に中に入った。すると、デスクも椅子も、本当に文字どおり何もなかったというわけだ。

　警備員が慌ててビルのオーナーに確認を取ったところ、オーナーも寝耳に水らしい。まったくもって突然の話に、ちひろも戸惑うしかない。

「計画倒産じゃないかって」

「計画倒産……？」

　計画倒産とは、企業を計画的に倒産させることをいう──

　予め計画してこっそりと資産を移動したり、どこかに隠した状態で倒産させたりする行為だ。場合によっては犯罪になることもある。

　優しい社長が計画倒産をしたとはどうしても考えられず、ちひろは目の前の事態を受け入れられない。だが同僚の次の言葉に、ちひろは愕然としてしまう。

「それだけじゃないの。社長が夜逃げしちゃったみたいで、連絡取れないのよ」

「夜逃げ……？　でも……」

　あれは昨日のことだ──

　ちひろは社長に呼び出され、給料の振り込みが遅くなると聞かされた。本来は、給与振り込み日だった。

　ところが経理の処理が遅くて、ちひろの分だけ間に合わないという。お詫びとして少し多めに振り込むから、ほかの社員には内緒にしてくれとまで言われた。

「二週間後、ボーナスと一緒に振り込むって……経理の処理が遅いからって聞いたけど」

　同僚が悲しそうな顔で、頭を左右に振った。

「みんな、そう言われたのよ。多分……支払われないだろうって」

　経理担当は社長の妻だ。計画倒産ならば、振り込まれない可能性が高い。

「じゃあ……どうやって、明日から生活すれば……」

　突然の計画倒産──

　社長の夜逃げ──

　給与の振り込みもなし──

　頭が朦もう朧ろうとし、手足から力が抜けていく。パシャンッと音がして、手から滑り落ちたカフェオレがパンプスに跳ね返った──

　ちひろは呆然としたまま、その場に立ちつくした。





＊　＊　＊






「明日から……どうしよう……」

　ちひろは、ふらふらと街中を歩いていた。平日と違って、それほどひとが多くないビジネス街。それでもときおり誰かの肩に当たり、そのつど小さな声で謝罪した。

　社長が社員を騙していたとは、どうしても考えたくなかった。だから二週間後には、遅れた給料とボーナスがちゃんと口座に支払われると、まだ信じている。

　とはいえ、会社ががらんどうになってしまったのは事実。みな会社の扉の前で立ちすくんでいても仕方がないということで、それぞれいったん自宅に戻り、気持ちが落ち着いてから連絡を取り合おうとなった。

　たった今歩いてきた道を、フラフラと戻っていく。このまままっすぐアパートに戻っても、やるべきことが何もない。これまでも土曜日は積極的に出勤していたので、急に時間が空いてもすることが思いつかなかった。

「どうしようかな。明日から……」

　空を見上げたら、透きとおるような青空が、どこまでも続いている。手を伸ばすと、指の隙間からキラキラとした陽光が差し込んできた。

　このまま普通に電車に乗って、帰る気がしない。会社とアパートを往復するだけの毎日だったが、今日はもういつもの日ではない。

「寄り道してみようかな……」

　落ち込んだ気分を変えたくて、周囲をキョロキョロと見回す。

　見つけたのは、シックな茶色の外壁に包まれた品のよいホテル。吸い込まれるように、そのホテルのエントランスへと入った。大きなクリスタルシャンデリアがぶら下がり、フカフカのソファが並ぶ。

　こんな素敵な場所に足を踏み入れたことなどないちひろは、おのぼりさんみたいにおどおどしてしまう。それでも意を決して、エントランスをそのまままっすぐ進んでみた。

「いいよね。今日はもう何もすることがないんだもの」

　自然豊かな中庭を見つけて、ため息がもれる。

　ちひろは、ただひたすら仕事に打ち込む毎日を送っていた。東京に友だちも少ないし、当然恋人だっていない。こんな場所にくる機会もなかった。

　だから高級ホテルの庭園など、どこもかしこも感動ものだ。

「会社の近くに、こんなホテルがあったんだ。噴水もある。ステキ……」

　イギリスの庭園みたいな光景の向こう──

純白のウェディングドレスを着た女性と、同じくタキシードを着た男性がたくさんのひとに囲まれていた。

「結婚式……？　うわぁ……夢みたいな光景……」

　花嫁と花婿は、ふたりとも自分よりだいぶ年上に見えた。三十代後半といったところだろうか。幸せそうなふたりは笑顔をいっぱい振りまき、まわりからスマートフォンを向けられポーズを取っている。

「いいなあ……私も結婚したい。……相手はいないけど」

　ちひろは、はぁ……とため息をついた。

　空しい。

　結婚どころか、二十二年間男性とつきあったことすらない。失恋して以降、彼氏を欲しいと思ったことはあっても、いまひとつ積極的になれなかった。ちひろの身長はあれから伸びていないし、大人っぽい女性になれたわけでもない。好きなひとができても、また同じように子どもっぽいとか言われるのは苦しいから。

　でも、こんな辛い心境のときに支えてくれるひとは欲しい。

　美しく華やかな花嫁をうらやましそうに見つめ、ちひろはキラキラ輝くような光景にうっとりした。その集団が建物の中に入って視界から消えても、なかなか現実に立ち戻れない。

「ほかに花嫁さん、いないかなあ」

　首を伸ばしてキョロキョロしていると、ホテルの施設紹介パネルが目に入った。

「中華料理に日本料理にステーキ専門店……レストランだけで五つもある。楽しそう」

　どれも高そうな店ばかりで、ランチでも五千円くらいかかりそうである。

　食欲はないが、この素晴らしい雰囲気のホテルにもうちょっと浸りたくて、バーへと足を向けることにした。

「グラス一杯くらいならいいわよね」

　人波に紛れて、重厚なエレベーターに乗り込む。降りると、すぐにシックなバーの入り口が見え、そのまま進んでいく。アーチ形をした木製のドアを通り抜けると、そこに長いバーカウンターとハイスツールが並んでいた。

　店内は昼間だというのに薄暗く、思いのほかお酒を嗜む男女が多くいた。そのほとんどがカップルで、ちひろは意識せず足を止めてしまう。

（やだ……私ったら。ひとりでこんな高そうなバーにくるなんて、どうかしていたかも……）

　踵を返そうとしたとき初老の黒服男性が入口から現れ、ちひろに向かって一礼した。

「いらっしゃいませ。おひとりさまですか？」

「あ……はい。あの……」

　恥ずかしくて断ろうとしたら、なんだか頼りなげな言い訳をしてしまった。

「私、ひとりでホテルのバーにくるのは初めてで……あの、その……」

　黒服男性はにっこり笑うと、誘導するようにすっと右の手のひらを見せた。

「さようですか。ではカウンターにご案内いたしましょう」

　物腰の柔らかさに、ちひろの気後れが少しだけ和らぐ。

（帰るタイミングを失っちゃった。カクテルだけ飲んで帰ろう）

　黒服の男性に案内され、カウンターの中央より少し右寄りのハイスツールに腰をかける。カウンターの内側にいるバーテンダーの男性が、慇いん懃ぎんに声をかけてきた。

「何にいたしましょうか？」

「ええと……すみません。私、あまりお酒に詳しくないんです。飲みやすいカクテルをお願いします」

「はい。承りました」

　なんだが居心地が微妙というか、椅子の座りがよくなくてムズムズする。

　周囲が気になってキョロキョロしてしまうが、やはり自分が場違いだと再認識してしまう。

「マリブ・ピニャ・コラーダでございます」

　目の前に出されたのは、ワイングラスに入ったクリーム色のカクテル。

　上部は泡立っており、中には小さな氷がフワフワと浮かんでいる。グラスのフチには、真っ赤なチェリーと扇形に切ったパイナップルが飾られていた。

　グラスに指をそっと添えて、ひとくち飲んでみる。

　甘いリキュールとパイナップルジュース、そしてココナッツミルクのハーモニー。口内にスパニッシュな南国が広がり、ちひろの心も解き放たれたような気がした。

「美味しい。わあ……こんなにステキなカクテル初めて」

　つい心の声が口から洩れてしまい、バーテンダーがにっこりと笑った。

（やだ、田舎者丸出しじゃない）

　恥ずかしくなって、カクテルを半分ほど一気に飲む。

　途端に顔がカーッと熱くなって、額から汗が噴き出そうになった。ふわりと頭が浮くような感じがする。フラフラと頭が左右に揺れるが、なんとか醜態を晒さないよう意識を保った。

（酔っ払っちゃった……？　頭がフワフワする……）

　ワイングラスを眺めていたら、隣の席に誰かが座ったことに気づく。その人物は腰かけると、低く掠れた声でバーテンダーに注文した。

「シェリートニックを頼む」

　鼻にかかったその声は、腰が痺れるような甘さを含んでいる。

　だけど、どこか憂いを含んだような独特の声質。気になってそっと伺いみると、おしゃれな四十歳くらいの男性が座っていた。

（すっごく、イケメンなおじさまだ……）

　酔っ払った頭でも、その男性が格好いいとわかる。

　男性は、ひと目見て高級だとわかる品のよいスーツを着用していた。スーツの襟には青い宝石のついたラペルピン、袖口にはお揃いのカフスボタン。ネクタイピンも青い石がはめ込まれており、とてもシックだ。髪はオールバックで後ろに流しているが、襟足が少し長めで、洗練さの中にワイルドさもあった。

　そして極めつけ、胸のポケットには赤い薔薇が差し込まれている。

（イケメンすぎる！　イケメンのおじさまだから、イケオジだ！　やっぱりホテルのバーには、こういうハイグレードなひとが似合うのね。映画の中から出てきたみたい……！）

　彼の前に置かれた細くて長めのグラスには、ユラユラと淡い気泡が浮き上がっていた。シェリートニックという名の酒を知らないちひろは、彼がどんな顔をしてそれを飲むのかとても気になった。

　イケオジが大きな手でグラスを持つと、ゆっくりと口元へと運ぶ。

　色気のある厚い唇がグラスのフチにつけられると、なぜかちひろの胸がドクンと高鳴った。イケオジがそのまま顔を上向きにすると、ゴクリという音が鳴り、男らしい喉が隆起する。

（なんだかエロい！　飲む仕草が色っぽすぎる！）

　彼がグラスをテーブルに戻したタイミングで、ちひろはつい問いかけてしまった。

「美味しいですか？」

　イケオジが「え？」という表情で、ちひろに目線を向けてきた。

　すぐに、見知らぬ男性に突然話しかける怪しい女になってしまったことに気づく。

「すみませんっ……あ、あの……急に話しかけてしまって……ヘ、ヘンですよね」

　酔っ払ってつい大胆なことをしてしまったちひろに、イケオジはにっこりと笑った。

「いや？　ヘンじゃないよ。こんなに可愛い女性と話ができて光栄だ」

　垂れ気味の目の端にシワができて、なんとも渋い。そして、笑うとなぜか可愛い感じもして、その表情のギャップにドキドキしてしまう。ちひろは否定されなかったことに安堵し、胸の鼓動に気づかれまいと、ついつい訊かれていないのにペラペラと話し出す。

「私、こんなステキなバーでお酒を飲むのが初めてなんです。少し……ううん、すごく緊張していて、恥ずかしいけれど何を頼めばいいのかわからなかったくらいで……」

　酔っているせいか、それとも素敵なおじさまを前にしているせいか、どんどん饒じょう舌ぜつになってしまう。

　だがイケオジは嫌な顔ひとつせず、ちひろの話に耳を傾けてくれた。

「ジントニックっていうお酒は聞いたことがあるけど、シェリートニックは初耳なんです。だから、どんな味なのかな？　と思って、つい……」

　イケオジがグラスとカラカラと揺らし、口角を少し上げた。

「シェリー酒をトニックウォーターで割ったものだよ。シェリー酒を飲んだことは？」

「いいえ。普段はお酒を一切飲まないんです。今日は特別。嫌なことがあって……」

「嫌なこと？　よければ話してみないか。胸がすっきりするかもよ」

「ええと……いいんですか？」

　イケオジは優しく笑うと頷いた。彼はなんとも聞き上手で、ちひろは初対面だというのに、会社であった事件を打ち明けてしまう。

「今朝、会社に行ったら計画倒産していて、社長が夜逃げしたっていうんです。お給料もボーナスもないかもしれなくて……」

「土曜日なのに休日出勤だったのかな？　それとも、もとから出勤日？」

「週休二日制だったはずなのに、いつの間にか土曜日出勤が当たり前になっていて、それで……」

　酔っているせいか、話の筋道も脈絡もないかもしれない。それでも彼は真剣に聞いてくれた。

　ひととおり話し終えると、イケオジが腕を組み、うーんと首を傾げる。

「月四十五時間を超えた時間外労働は罰則が科せられると決まっている。証拠を揃えて申請すれば、改善されたかもしれないよ」

「土曜日はタイムカードを打っちゃいけないっていう風習でした。だから証拠なんてないんです」

　ちひろはふうと息を吐くと、肘をテーブルについて手の甲に顎を乗せた。力のない声色で、口にしても仕方のない愚痴をこぼす。

「私は土曜日出勤があってもよかったんです。……仕事が大好きだし。でも……お給料とボーナスの振り込みを伸ばされ、その間に計画倒産されて、挙句の果ては信じた社長に逃げられてしまった自分がバカみたいで……」

「まったくバカじゃないよ。悪いのは、その社長。会社が傾いたからって、君みたいに真面目に働く社員を守らず、自分だけ逃げ出すなんて言語道断。社長の器じゃない」

　イケオジが確固とした口調でそう言ってくれるから、ちひろの心も少しだけ晴れていく。

「そうだ、こう考えないか？　倒産は、君がもっとふさわしい会社に転職するためのきっかけだったと」

「ええ……？　もっとふさわしい会社に転職するため……？」

「そう。君の真面目さや根気強さは、貴重な能力だ。それを認めてくれる社長のもとで働くべきだよ。これを機にそんな会社のことはすっぱり忘れて、次の就職先のことを考えよう」

　誰かに認めてほしかった。

　たいした戦力ではないが、毎日コツコツと働いていることを褒めてほしかった。彼はちひろを褒めてくれるだけでなく、落ち込んでいた気持ちも浮上させてくれた。イケオジが自分の欲しかった言葉を次々と並べてくれるので、ちひろは無意識に顔が緩んでしまう。

「ありがとうございます」

「それで、ヤケ酒だったのかな？」

　そう訊かれ、ちひろは照れた顔で肩をすくめる。

「そうなんです。でも思いつきで入ったバーだし、気後れしちゃってカクテルの味も楽しめてないけど、あなたみたいに格好いいおじさまに愚痴を聞いてもらって、少し気がラクになりました。ありがとうございます」

　ちひろのあけっぴろげな礼に対し、イケオジは困った笑いを浮かべる。

　彼はシェリートニックをあおるように飲み干すと、バーテンダーに向かってグラスを差し出した。

「同じものを……いやダンロップを頼む」

　バーテンダーは無言で空になったグラスを引き下げると、カウンターの下からピカピカの新しいグラスを取り出した。カラカラと氷を入れて、シェイカーに次々と酒を入れていく。

「ダンロップ？」

「シェリートニックに、ホワイトラムとアロマチックビターズを加えたもの。ほろ苦さが加わって、落ち込んでいるときにはおすすめのカクテルだよ」

　それを聞いて、ちひろは驚くしかない。

　まったく彼からは落ち込んでいる風情を感じなかったからだ。

「何か辛いことがあったんですか？」

　バーテンダーがシェイクしたカクテルをグラスに移していく。透明な氷がカラリと揺れたタイミングで、イケオジが呟いた。

「……辛いというわけじゃないが、少し感傷的になってしまってね」

「え？　どういう……？」

　極上スーツに身を固め、胸に薔薇を挿しておしゃれなカクテルを優雅に飲むイケオジに、悲哀さなんてまったく見いだせない。

　首を傾げるちひろに、彼は困った笑いを浮かべる。

「今日、昔好きだった女性の結婚式に出席したんだよ。……彼女は学生時代の後輩でね」

「結婚式……」

　先ほどの綺麗な花嫁を脳裏に浮かべる。

（もしかして……彼女がおじさまの、かつての想い人？）

　イケオジは自嘲気味に、ははっと笑った。その拍子に、後ろに流していた艶やかな髪が頬に落ちてくる。

「当時はおれなりに気持ちを表してきたつもりだけど、どうにも伝わらなかったみたいだ。残念だが、こればかりは運命だと思っている。今は彼女の幸せを願うばかりだ」

「おじさま……」

　平静なふりをしているのに、目元に悲しそうな影が落ちる。

　それが、ちひろの心を締めつけ、苦しくさせた。

　心配げな表情のちひろに、イケオジは乾いた笑いを浮かべた。

「辛気くさい話だな。おれの話はこれくらいにしよう。それより君の今後のことを考えてみないか？　すぐに就職先が見つかるとは限らないし……」

　憧れの先輩にフラれてしまった自分の思い出と、彼の侘しそうな顔が重なって、どうしようもなく悲しい気持ちになっていく。大人の彼が見せる器の広い優しさに、ちひろの胸からモヤモヤとした感情が溢れ出てしまった。

「私の話はいいんです。ちゃんとハローワークに相談しに行くつもりですから。それよりも、ずっと思い続けていた相手が別のひとと結婚なんて、そっちのほうが悲しい……か、かわいそうです……うっ……そんなの……」

「え……？　思い続けてきたわけでは……」

　いろいろな感情が混じり合い、ちひろの目からぶわっと熱い雫が流れ出る。

「ひっく……好きで好きで堪らないんですよね？　今から……奪いに行きましょう！」

「いや、おれは彼女が幸せなら、それで……」

「私の目から見て、おじさまのほうが何倍も素敵です。ちゃんと愛を伝えていないんでしょう？　もしかしたら、ここから一発逆転だってありえます！」

「一発逆転って……君、それはどういう……」

「だから逆転です！　彼女を奪うんです！　さあ、私も一緒に行きますから！」

「いやいや、それはない。君はかなり酔っているようだな。チェイサーをもらえるかな？」

　バーテンダーは黙って、水のなみなみ入ったグラスを差し出した。それを一気飲みすると、ちひろはプハーと息を吐いて、心配そうな顔をするイケオジを見つめる。

　どの角度から見ても、本当に端整だ。こんなステキなイケオジを振るなんて、その女性は実に見る目がないと思う。ちひろは、猛烈にイケオジの味方をしたくなった。

「うぇ……おじさまに好きだなんて言われたら、私だったらすっごく嬉しいのに……」

　そう考えたら、綺麗な花嫁がすごく羨ましくなって、またしても涙が溢れ出てくる。

「泣くか怒るか、煽るか、どれかにしてくれ」

　イケオジが心配そうにちひろを見てくる、困った顔でさえ格好いい。

「ふぇぇ……こんなにステキなのに、どうして……？　世の中間違っている……！」

　まわりの目を気にせず泣き出してしまうが、ちひろはもう自分では涙を止めることができなかった。

「困ったな。泣き上戸か」

　イケオジがハイスツールから立ち上がると、臆面もなく泣き出しているちひろの肩にポンと手を置いた。

「もう出よう。家はどこだ？」

「荒川区……」

　グズグズと鼻をすするちひろを慰めるように、彼が何回も肩を叩く。

「わりと近いな。送ってあげよう。チェックを頼む」

　バーテンダーが伝票を二つ差し出してきたが、イケオジがクレジットカードを出して、両方ともにサインをした。自分の分は自分で支払おうと慌てて立ち上がったら、足に力が入らなくてガクンと落ちそうになる。

「おっと……」

　イケオジが瞬時に、ちひろの脇下に手を差し入れ、身体を支えてくれた。

　彼の広くて逞しい胸に顔を寄せることになり、鼻腔にふわりといい香りが漂う。

（いい香り……甘くてセクシーで……）

　仕事ができそうで、女性にもモテそうで、まるで映画の主人公みたいなイケオジにとても似合っているフレグランス。

それに胸元の薔薇の香りも混ざって、ちひろの脳を官能的に刺激する。

「危ないな。立てるか？」

　身体を両手でしっかりと支えてくれる力強さに、ちひろはクラクラとしてしまう。

「は、はい……だいじょ……う……ぶ、あれ？」

　そう口にしようとしたが、酔っ払って呂律が回らない。足がガクガクと震えてしまい、彼にすがりつかないと立っていられない。彼に抱きついたまま、ヨタヨタとバーを出て行く。

「あの……お酒代……えっと……」

　ショルダーバッグから財布を取り出そうとした。

　しかしイケオジがスマートな仕草で押し返してくる。

「あとでいいから」

「え……でも……」

　あととは、どのタイミングだろう。

　彼に抱きしめられたまま、エレベーターの前までくる。すると突然、目の前が真っ青になってしまった。気持ち悪くなって前屈みになると、イケオジが背中をさすってくれた。

「どこかで休んだほうがよさそうだな」

　彼は親切でそう言ってくれたにすぎない。しかしちひろには、酔っ払った女性を、そういう場所に連れ込むときの常套句のように思えた。

（でも、このひとなら……私……）

　心配げな顔を向けるイケオジに視線を移した。彼の温情深い眼差しと交錯する。

　酔っている今なら。

　仕事と収入を失った今なら。

　こんなに優しいイケオジと出会えた今なら。

　そして彼が失恋したというなら。

　言えるかもしれない。

「私……」

　──あなたと、もっと一緒にいたいです……。

　小さい声で、そう呟く。

　イケオジの目が大きく見開かれたが、ちひろはそのまま彼の胸に顔をうずめた。
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　鼻腔をくすぐる、甘くセクシーな香りで目が覚めた。

「ん……」

（いい気分、もっと寝ていたい……）

　首の下に硬めの枕があり、背中には温かいなにかがあった。まるで守るようにちひろの身体を包みこんでいる。心地よくて、なかなか瞼を開けることができない。

（ダメ……遅刻しちゃう。起きなきゃ……でも、なんだか頭が痛い……）

　モゾモゾと動いてみるが、どうにもこうにも頭が痛い。ゆっくり起き上がるとオレンジの光に取り巻かれ、一瞬で眠気が吹き飛ぶ。

「な、何時!?　会社行かなきゃ……！」

　さらりとシーツが落ちて、自分が一糸まとわぬ姿であると気がつく。

「きゃっ……ど、どうして？」

　驚くのは裸であることより、自分が寝ているベッドと部屋の様相だ。

　清潔そうな白と、格調高い木目を基調とした室内。三人は寝られそうなキングサイズベッドに、フカフカのクッション。

左側は全面ガラス窓で、カーテンの隙間から西日が差し込んでいる。ベッドのサイドと上部にはおしゃれなライト。目の前にはオットマンつきのおしゃれな椅子まで置かれて、エグゼブティブ感満載。

　何が何だかわからないまま、そっとベッドを抜け出した。窓から見える景色に驚愕する。オレンジから群青色へと暮れゆく空。そして……

「スカイツリーが見える……え？　ここ、どこ？」

　おそるおそるベッドに視線を移すと、そこには──

　見事な筋肉美の、整った寝顔の男性が裸で寝ているのである。

（な、何？　このイケメン過ぎるおじさまは！）

　何がどうなっているのかさっぱりわからず、頭の中がグルグルと渦巻いた。

「え……わたし、どうしたんだっけ？」

　確か……

　土曜日だが出勤し、会社が空っぽになっていたことに、衝撃を受け……、さらには社長が夜逃げしてことに対し、裏切られたと激しく落ち込み……、フラフラと入ったホテルのバーに入って……。

「……隣に座った、格好いいおじさまに……」

　慰められて、酔っ払って足腰立たなくなって、どこかで休憩したほうがいいと言われ……。

　──あなたと、もっと一緒にいたいです……。

（思い出した！　私、自分から、そんなことを……！）

　さらには、恥ずかしくて死ねそうなことまで口にしたような気がする。

『お願いです。最悪な今日という日を、おじさまが忘れさせてくれませんか？　私の処女を……もらってほしいです。……ダメですか？』

『何を言い出すんだ。困ったな。……このソファで大人しく待っていなさい』

　急遽、手配してくれたホテルの部屋に入ってからも、ちひろは「お願いです……抱きしめてください」と迷惑な押し売りを続けたことも、うっすらと記憶にあった。

　そして今、ちひろはホテルの一室、真っ裸で狼狽えている──

「私、シ、シちゃった…の？　酔っぱらって全然記憶がないんだけど……」

　ギシ……と何かが軋む音がして、ちひろの身体がビクッと飛び跳ねる。

　イケオジがベッドで寝返りを打った音だ。

　しかし彼は起き上がることなく、そのまま寝息を立てる。

「どうしよう。覚えていないのに、恥ずかしい……」

　ベッドの脇に落ちている下着や衣類を拾い上げ、慌てて身につけた。

（やっぱり可愛くないパンツだわ。こんなの見られちゃうなんて……）

　物音を立てないように、こそっと部屋から出て行く。

　そのままエレベーターに乗り込み、エントランスを抜けてホテルをあとにした。

　大事なことに気がついて、勢いよく振り向いた。

　夕日を背にして、高くそびえる高級ホテルを見上げる。

「酔ってクダを巻いたのは私……おじさまは慰めてくれただけだし、愚痴もいっぱい聞いてくれた。それに……」

　彼も失恋したばかりだというのに、ちひろにばかり優しくしてくれた。

　それなのに、逃げるようにして出てきてしまってもいいのだろうか？

「戻って連絡先聞いたほうがいいかな。バーの飲み代どころか、ホテル代も置いてこなかったもの。これじゃああんまりだわ。非常識だと思われてしまう……」

　ちひろは、たった今歩いてきた道を戻ろうとして、ピタリと足を止める。

「散々妙なこと叫んじゃったし……恥ずかしくて、おじさまの顔を見られないよ。会いたいけど会いたくない……。どうしよう……！」

　ちひろはその場にしゃがみ込み、ああだこうだと唸り出す。通りすがる人たちに怪訝な顔で見られても、頭を抱えるしかなかった。
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　結局のところホテルに戻る勇気はなく、そのままとぼとぼとアパートへと戻った。抜け殻みたいに、しばらくボーッとしてしまう。時々、ステキなバーで優しいおじさまと過ごした夢のようなときを思い出して、ニヤニヤしたり反省したりを繰り返す。

　そんな日々を過ごしていたが、翌週、地の底まで落ち込む事実が判明した。どんなに待っても、ボーナスどころか一円たりとも給与が振り込まれないのである。ようやく社長に騙されていたのだと確信し、ちひろはドン底まで気が滅入ってしまう。

（もう何もやる気がでない……騙されるのってダメージ大きすぎる……）

　つまりは無一文に近い状況で、無職の状態へと突入してしまったのである。ちょうどその頃、もと同僚の女性からメッセージチャットに連絡があった。

【ちひろ、ハローワークに行った？】

【まだ行っていません。なかなか仕事を探す気になれないんです……】

　そう返すと、すぐさまお怒りスタンプとともに返事がきた。

【失業保険の手続きはしたの？】

【えっ？　失業保険？】

【どうやって暮らしていくつもりなのよ。すぐに申請しなさい】

　親切な同僚から、これからの手続きのことなどを聞いて、やっと自分の今の状況が飲み込めた。

（そうだわ。落ち込んでなんていられない。新しい仕事を探さなくちゃ）

　失業保険をもらいながら、早く次の仕事を探さないと、生活費があっという間に底をついてしまう。

【必ず行きなさいよ！　もしかしたら、失業保険がもらえない可能性もあるみたいだから】

【どういう意味ですか？】

　訊くと何人かの社員が、ハローワークで失業保険が下りなかったらしい。

【だから、ちひろも早く行って調べたほうがいいって！】

【わかりました。行ってみます】

　そう返し、「ありがとう」という可愛らしいスタンプを送った。

「もらえない社員……？　どういう意味だろ？」

　なんだかしっくりこないまま、明日朝一番にハローワークへ行くと決めた。
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　初めてのハローワーク──

　朝一番に入ったつもりだが、すでにたくさんのひとでごった返していた。どこに行けばいいのかわからず、とりあえず案内板の前に立つ。

　そのとき、鼻腔に覚えのある香りが漂ってきた。

（オリエンタルでスパイシーで、甘くセクシーな香り！　もしかして、あのときのおじさま……!?）

　慌てて振り向くと、そこに誰もいなかった。ウィン……と自動ドアの開く音がして、そちらへと視線を向ける。背の高い男性の後ろ姿を捕らえたが、カジュアルなジャケットにデニム姿という赤い薔薇のおじさまとは似ても似つかないスタイルで、ちひろは落胆してしまう。

「こんなところに、いるわけがないか……」

　それでも未練がましくその男性の横顔まで確認するが、サングラスをかけていてよくわからなかった。そもそもあの日はとても酔っていたので、イケオジの顔を明瞭には覚えていなかった。

　ただ服装や雰囲気は覚えている。上等なスーツに、バーでのこなれた感じ。すごく格好良くて、優しくて。

『ちひろ……』

　少し鼻にかかった甘くて低い声を思い出しただけで、体温が上がってしまう。

（やだ……似た香りで、おじさまのことを思い出しちゃうなんて……もう、私ったら）

　そんな場合じゃないと、慌てて意識をもとに戻す。

「……それにしても、まずどこに行けばいいのかな。よくわからないわ」

　キョロキョロしていると、受付らしき男性が自動ドアの向こう側に立っているのが見えた。五人ほど列をつくっているので、最後尾に並んでみる。やっと順番がくると、受付の男性が開口一番こう言った。

「離職票をご提出ください」

　首を傾げるちひろに、男性が硬質的な目を向けてくる。

「まだ届いていないのですか？　会社を辞められてから何日経過しましたか？」

「二週間くらいです」

「おかしいですね。もう届いてもいい頃なのに」

「会社は計画倒産みたいで、社長は夜逃げしました。それでも離職票ってきますか？」

　受付の男性は目を眇めると、慌ててちひろを別室へと案内した。

　そこは長いカウンターと椅子がずらりと並んでおり、仕切りがいくつもあった。

　空いている椅子に誘導され腰をかける。

　目の前に四十歳前後の、いかにも仕事ができそうな女性が座っていた。細い銀フレームの眼鏡をかけており、一見冷たく見えて思わず身構えてしまう。胸には「長谷川はせ　がわ菜なつ月き」とかかれたプレートが掲げられている。

　彼女は人差し指でフレームをくいと上げると、おもむろに話しかけてきた。

「これまでの状況を詳しく説明してください」

「は、はい」

　順を追って彼女に説明を始める。

　長谷川は、ところどころで補足を求めてきたり要点をまとめてくれたりして、ちひろが話をしやすいように誘導してくれた。その間もノートパソコンにカタカタと打ち込みをしているから、とても器用だ。

（仕事できますって感じ。すごく憧れちゃう……）

　ドジばかりのちひろとは雲泥の差だ。

　ひとしきり話を終えると、彼女が椅子から立ち上がり、後ろのテーブルに置いてあるプリンターから排出される紙を取り上げた。再び正面に座ると、真面目な顔でちひろをじっと見てくる。

「中杢さん。残念なお話ですが……」

　彼女の口から衝撃の事実を知らされた。

「あなたは雇用保険に入っておられません。つまり失業保険が支払われないということになります」

「え、でも……毎月天引きされていたように思います」

「給与明細書を見せていただきたいのですが、お持ちですか？」

　ちひろは頭を左右に振った。

「いつもメールでくるんです。でも出力したことなくて……今となっては、会社のパソコンを見ることもできないし……手元にはありません」

　それを聞いた長谷川が、申し訳なさそうな口調でこう言った。

「天引きされていたという証拠があれば、救済措置を取ることもできます。しかし、あなたは証拠を残していないのですよね？　それでは手続きをすることができません。残念ですが、あなたがお勤めになられていた会社は、極めつけのブラック企業だと言えます」

　これまで同僚や先輩社員がよくブラックだと口にしていたが、ちひろはあまり気にとめていなかった。ひどい扱いを受けたことがなかったし、社長のことだって信じていた。

　みんなの言葉を深く考えてこなかったツケが、こんな形で返ってくるなんて──

「私、明日から……どう生きればいいんでしょうか？　もうすぐ家賃の引き落としもあるんです……」

　この二週間は、節約すればなんとかなった。だが貯金は徐々に底をついてくるし、家賃は節約のしようがない。

　愕然とするちひろの目の前に、長谷川が一枚の紙を差し出した。

「これは……？」

　問いかけると、長谷川の眼鏡の奥がキラリと光る。

「ハローワークの本来の業務は、お仕事の紹介ですよ？　ちょうど先ほど、あなたに合いそうな仕事が入りました。紹介状を書くので、ぜひ面接を受けてください」

　長谷川はにっこりと笑うと、テーブルの上に数枚の紙を差し出した。

「これは業務内容をまとめたプリントです。よく読んでおいてください。早く決まるといいですね」

　ちひろは紹介状の入った封筒と一枚の紙を渡され、トートバッグの中にしまい込む。

「面接、頑張ってください」

「はい。頑張ります。ありがとうございました！」

　こんなに早く仕事を紹介されるなんて思ってみなかったちひろは、長谷川が救いの神のように見えた。心にのしかかっていた重石が取り払われたような気持ちになり、ちひろは軽い足取りでアパートへと戻る。

（失業保険が出ないと聞いたときは目の前が真っ暗になりかけたけど、すぐにお仕事を紹介してもらえてよかった。長谷川さんのおかげだわ）
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　一刻でも早く働きたいちひろは、早速紹介された会社に電話をし、面接の約束を取りつけた。

　もと同僚たちも続々と次の就職先を決めているらしい。

失業保険をかけてもらってない元社員は、約半数と判明した。

【目端の利く社員にはちゃんとかけていたみたいなの。気づかなさそうとか、文句を言わなさそうな社員には……】

　つまり、ちひろは社長に裏切られていたということになる。無知とお人好しは紙一重なのだろうか。さすがに悔しいという気持ちが湧く。いや、悔しいというより、悲しいといったほうがいい。最後まで、社長を信じていたから──

　現状の報告をするため、田舎の母親へと電話することにした。

「お母さん。実は……」

　勤めていた会社が計画倒産になったとは言えず言葉を濁す。

「業績がよくなくて会社が縮小になっちゃったの。それで辞めることになったの」

『大丈夫？　就職活動はしているの？』

　母が不安そうに、そう訊いてくる。心配させまいとハローワークで仕事を紹介されたことを説明した。

「次の会社はね……えっと……」

　ちひろは手を伸ばし、トートバッグから一枚の紙を引き出した。

　長谷川から渡された紙には、紹介先の企業名と業務内容、職務内容や給与形態などの概要が、几帳面に書き込まれている。聞いたことのない会社名だ。業務内容には、下着の卸製造販売と書かれていた。

「下着の卸製造。まだ本決まりじゃないけど」

『決まったら、どんな会社か教えてちょうだいね』

「うん。わかった」

　電話を切ると、ふうと嘆息した。長谷川に渡された紙をさらりと流し読みし、紹介状と一緒にバッグへと戻す。

　明日の面接に備えるため、早めに就寝することにした。布団の中で、あれこれと新しい会社について考えてみる。

（下着の卸製造業かあ。もし就職できたらお父さんとお母さんへのプレゼントを、社内販売で買えたりできると嬉しいんだけど）

　そんなことを思っていたら、そのまま寝てしまった。
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　ちひろは、リクルートスーツとローヒールパンプスに身を包み、ビジネス街を歩いていた。

　紹介してくれた会社のＣＥＯ兼代表取締役社長は、長谷川の知り合いらしい。慢性的に人手が足りず、すぐに働ける人材が欲しいとのこと。そんな依頼に、ちひろはうってつけということだ。

　都心のビジネス街──

　地図を頼りに、ちひろはその下着卸製造業の会社が入っているビルを探す。卸製造業という言葉から、前職のような古ぼけたビルだと考えていた。

　ところが、まったくそれらしいものが見えない。

「うーん。それっぽいビルが見当たらない……」

　左右を見回していたら、和服姿の年配の女性が困った顔でうろうろしていた。

「どうしたんですか？」

　声をかけると、女性が驚いたようにはっと面を上げた。

「小銭入れを落としてしまったみたいなの。……たいした金額は入っていないけど、孫にもらった大切なものだから、どうしても見つけたくて」

　孫のプレゼントというなら、確かにそれは大切なものだ。

「一緒に探しますね」

「まあ。……いいの？」

　実のところ、面接の時間が近づいてきている。しかし、困っている女性を置いていくことはできなかった。

「ええ。少しだけなら」

　ふたりで、そのあたりの地面を一生懸命に探す。電柱の後ろ、道路、マンホールの近く。可能性のありそうなところを、片っ端から目を向けてみる。

すると植え込みの中に、可愛い花柄の小銭入れを見つけた。

「ありました！　これですね」

　ちひろはそれを取り上げると、手のひらでついた土を取り払った。

「ありがとうね。お嬢さん」

　小銭入れを受け取った女性が、嬉しそうに笑った。

「よかったですね。見つかって」

「何か、お礼を……」

「いいです、いいです。私、急いでいるので……」

　今何時だろうと腕時計を見ると、まもなく面接の時間であることに気がつく。

「どうしよう！　遅刻しちゃう！」

「どうしたの？」

　ちひろは女性に面接先の情報が載った用紙を見せて、目的の場所がどこかわかるか訊いてみた。

「そこの花屋が入っているビルじゃないかしら？」

　女性の指さす方向には、さまざまな色の花にあふれたおしゃれないフラワーショップがあった。上を見ると、ちひろが驚くほどに高いビルである。それも最近建てられたのではないかというくらいにピカピカだ。

（気がつかなかった……え？　本当に、こんなすごいビルに面接先の会社が入っているの？）

「遅刻するんじゃないの？」

　女性に声をかけられ、ちひろは我に返る。

「ありがとうございます。助かりました」

「いえいえ。こちらこそ」

　頭を小さく下げると、急いでフラワーショップへと向かった。店の横にエントランスがあり、そこからビルの中に入る。すぐに、カウンターが目に入った。

　中にいる女性が、ちひろの姿を見ると恭しくお辞儀をした。

（ええ？　受付嬢がいるの？　このビル！）

「あ、あの……株式会社ベルスロープは……」

　緊張してたどたどしくなるちひろに、受付嬢はにっこりと笑った。

「二十九階でございます。そちらのエレベーターからお上がりください」

「あ、はい。ありがとうございます」

　ちひろはエレベーターに向かおうとしたが、一瞬足を止めた。

「あの、このビル何階建てですか？」

「三十階建てでございます」

（うわあ……賃料高そう）

　というちひろの表情を読んだのか、受付嬢がにっこりと笑った。

「株式会社ベルスロープ様は、二十九階と三十階の二階分をオフィスにお使いいただいております」

「あ、はい、そうですか……」

　エレベーターも最新式で、ほとんど揺れないし音もしない。

（私、場違いな会社を面接するんじゃ……）

　二十九階までエレベーターで上がる。開いた扉の前には、アンティーク家具っぽい机の上に花器が置かれ、アレンジメントされた花も活けられていた。

（二十九階のフロアを全部借りきっている？　……もしかして三十階も？　すごい……）

　緊張で心臓がバクバクしながら、手の中の紙に書かれた社名と表札を見比べた。

「株式会社ベルスロープ。ここね」

　やはり高そうなビルはセキュリティがしっかりしているようで、扉の横にカメラ内臓インターホンがある。押すと、すぐにインターホンから声が流れた。

『はい。株式会社ベルスロープでございます』

　ちひろは息を整え、よそ行きの声を出す。

「本日十三時に面接をしていただく、中杢ちひろと申します」

『お入りください』

　ガチャリと鍵の開く音がしたので、取っ手を持ちゆっくりと扉を開けた。

「失礼します……」

　オフィス内は、とても清潔で整然としていた。明るいライト、清掃の行き届いた室内。緑鮮やかな観葉植物があちこちに置かれ、とても清々しい気持ちになる。空間を隔てる壁や仕切りは少なく、広々とした印象だ。デスクに座る者は、誰ひとりとして無駄話をしていない。みな黙々とキーボードを叩いている。

（一流企業のオフィスみたい……というか、一流企業なのか。こんなすごいビルの中に入っているんだもん）

　以前の会社と比較するのも悲しくなるくらい綺麗すぎて、あんぐりと口が開いてしまう。そして女性が多い。というか女性しかいない。

（びっくりするほど、男性社員が少ないのね）

　そんなことを考えていると、現れた女性が手のひらを向けた。

「社長室に、ご案内します」

「あ、ありがとうございます」

　ちひろは案内された部屋に、足を一歩踏み入れる。

「失礼いたします。中杢ちひろです」

　深々と頭を下げる。後ろで扉がパタンと閉まる音がしたので、ゆっくりと頭を上げた。

　最奥に大きなデスクがあり、そこにひとりの男性が座っていた。

（……このひとが、社長？）

　そこにいるのは、ちひろが思い描いている社長像からは、まったくかけ離れた印象の男性であった。

　肩までの黒髪を無造作に後ろに流し、あごには渋い無精ヒゲ。さらには色のついたサングラスまでかけている。スーツはスーツだが、イタリアンテイストというか、なんというか。光沢のある黒のジャケットを着こなせるのは、イタリアのサッカー代表選手かパリコレモデルくらいではなかろうか。開襟のシャツは大きく開いており、筋肉質な胸元がチラ見えして、イケない色気を醸し出している。

　ギィ……と椅子を軋ませて、彼が立ち上がった。すると下半身はグレーのデニムに、足下はくだけた白のスニーカー。

（すごい……メンズ雑誌から抜け出てきたみたい。それとも本人がモデルとか？　あり得ないくらいセクシー……）

　渋くていい男と言えば、ちひろの中ではホテルのバーで優しくしてくれたイケオジだ。

　目の前の男性は、方向性こそ違うが、バーのイケオジに匹敵するほどのいい男といえる。それに同じくらいに背も高い。足も長いし、もう存在自体が魅力の塊だ。

「は、初めまして！　本日はよろしくお願いします！」

　彼は首を傾げると、すっと手のひらを差し出した。

　指の先にソファとローテーブルがある。そこに座れという意味だろうか。

「失礼します」

　ギクシャクとした機械みたいな動きで、ちひろはソファに座った。

　続いて彼が向かい側に座ると、長い足を組んだ。その姿もサマになっていて、つい見惚れてしまう。

（サングラスのせいではっきりはわからないけど、顎のラインとか唇とかも端整だわ。イケメンなおじさまだからイケオジといいたいところだけど、どちらかというと、ちょい悪オヤジって感じ……）

「まずは、遅刻の原因でも聞こうか」

　彼の開口一番がそれで、ちひろは背中に冷や水をかけられたみたいな気持ちになってしまった。

「あ……」

「ここにくる途中で、道に迷ってしまいました。通りすがりのひとに教えてもらい、たどり着いた次第です」

　大事なものを落として困っていた女性と一緒に、そのあたりを探していたとは口にしなかった。見え透いた嘘だと思われたくなかったからだ。

　彼はちひろのいいわけに納得したのかどうなのか、低い声でこう問う。

「このビルはそうわかりにくい場所ではないが、地図をちゃんと確認したのか？」

　そう言われて、ちひろは握りしめていた地図を慌てて広げる。シワだらけになってしまった地図には、確かに小さい文字で『一階は花屋』と書かれていた。

「すみません。気づきませんでした……」

　小さく頭を下げるちひろに、相手は辛辣な言葉を投げかけてくる。

「遅刻した以上、まずそれを詫びるものだろう。君は前職で、そういったビジネスマナーを習わなかったのか？」

　その突っ込みに、今度は額から冷たい汗が流れ出る。

（本当だ……私、ちゃんと謝ってない……面接以前の問題だわ。どうしよう……）

　この失態で不採用になったとしても、それはちひろの責任だ。だが、親切にしてくれた長谷川の顔を潰してしまうのだけは避けたかった。

　ちひろは立ち上がると、すぐに頭を下げる。

「申し訳ございませんでした！　私がちゃんと頂いた紙を見ていなかったのが悪いんです。以後気をつけます」

　ゆっくり頭を下げて、部屋から出ていこうとソファに置いてあったトートバッグを持ち上げる。さりげなさを装って、手首の腕時計を確認した。ゆうに二十分は遅刻している。彼が怒るのも無理はない。

「いい。座りなさい。とりあえず面接を始めよう」

「え？　あの、私、面接に遅刻したあげく、謝罪もできなかったんですが……」

「言われなくてもわかっている。早く始めよう。おれもそれほど時間があるわけでもない」

「は、はい。ありがとうございます」

（いいの……かな？　てっきり面接しない流れになると思ったんだけど……）

　ちひろはソファに座りなおすと、バッグから紹介状と履歴書を机の上に置いた。

「お願いします」

　男はそれらを取り上げると、じっくり時間をかけて中身を確認する。

　その間、ちひろは固唾を飲んで待っていた。

（ここは緊張しないといけない場面なのに、どうしても見てしまう……本当に格好いいなあ……）

　男の顔が、ふっと上がった。

　ちひろは、つい背筋をピンと伸ばしてしまう。

「ハローワークの長谷川から聞いたが、失業保険がかけられていなかったそうだな」

「はい。給与からの天引きになっていたはずですが……どうも騙されていたみたいです」

　このあたりは、長谷川にも説明したとおりの内容だ。情けないことだが事実だし、ちひろに罪のあることではない。素直に認めても問題はないだろう。

　だが彼は、それがあたかもちひろに責任があるような物言いをしてきた。

「給与明細書を保存しておけば救済されたはずだ。そもそも毎月明細をもらった時点で、間違いがないかと確認しないのか？　君はどの仕事も万事、その調子で確認を怠るのか？」

　矢継ぎ早にそう突っ込まれ、ちひろは言葉を失う。

「給与明細書は……社長の奥さんが経理だからと、最初から疑っていませんでした。仕事ではないので確認とかまでは……仕事であれば、ちゃんと確認したと思います」

　しどろもどろにそう返すと、彼は首を傾げた。

「考えが甘いな。社長の妻が経理ということは、経理上のミスがすべて隠蔽されることになる。もっと社員が監視し、留意すべきだった」

　ただの平社員が、社長や社長の妻を監視できるわけがない。そう返したかったが、なぜか彼ならば不可能ではないような気がした。

　発言する内容に重みがある。そして相手を納得させるだけの説得力があった。

　自分の考え方が、いかに子どもっぽく、社会を甘く見ていたのだと痛感させられる。

（長谷川さん。ごめんなさい。せっかく紹介してもらったけど無理そう。この会社、レベルがすごく高いもの。私なんて、ぜったい面接に受からない……）

　これ以上余計なことを言わないように、ちひろは口を閉ざす。

　彼は人差し指で無精ひげをカリカリと掻いている。考え深げな表情だが、サングラスのせいで、ちひろにはあまり読み取れなかった。気まずい沈黙のあと、彼がおもむろに口を開く。

「いいだろう。明日からきなさい」

「え？」

　聞き間違いかと思い、オウム返しで返した。

「明日から……ですか？」

「ああ。失業保険がないと、生活に困るだろう？　一日でも早く働いたほうがいい」

（確かにそうだけど……いいの？　自分でいうのもなんだけど、私はこの会社のレベルにあってないし、そもそも面接がメチャクチャだったんだけど……）

「返事は？」

　信じられないという気持ちで呆然とするちひろに、鋭い声が飛んでくる。

「は、はい。ありがとうございます！　明日から頑張ります！」

　驚きのあまり語尾が震えるちひろに、彼が優しく微笑んだ。

「おれは株式会社ベルスロープのＣＥО兼代表取締役の逢おう坂さか凜りん太た郎ろうだ。明日から頑張ってくれ」

　逢坂凜太郎──

　なんと響きのいい綺麗な名前だろう。

　逢坂がソファからすっと立ち上がった。つられてちひろも立ち上がる。

　彼が口角を上げると、すっと手を差し出した。厳しかった面接のあとだからか、それともその大きな手に頼りがいを感じたからか。ちひろは安堵の気持ちで手を伸ばし、ぎゅっとその手を握り返した。

（温かい……なんだか覚えのあるような……）

　厚みのある手に既視感を受け、彼の顔をまじまじと見てしまう。逢坂が嬉しそうにしているから、胸の奥がキュンと軋んでしまった。

（笑うと優しそう……）

　無意識に彼の手を力強く握ってしまう。

「よろしくお願いします！　明日から頑張ります！」

　そうエネルギッシュに叫んでしまい、逢坂が驚いた顔をした。

「ああ……頼む」

　ちひろは逢坂に、あの日の赤い薔薇のおじさまを重ねてしまった。

「泣くも笑うも君の頑張り次第だ。できれば笑っていてほしいと思っている。それにはかなりの努力が必要だ。明日から気を引き締めて頑張ってくれ」

（しゃべり方とか雰囲気とか、そこはかとなく似ているもの。……面接では厳しかったけど、内面は優しいひとに違いないわ）

　きっと楽しい社会生活を送ることができるだろう。

　そんな予感に、ちひろは小さな胸をいっぱいに膨らませていた。





＊　＊　＊






　それが単なる思い込みだと気づくのは、そう遅くはなかった。

　翌日から、その逢坂に、しごきにしごかれるのである。








第二章　想像していた仕事ではありませんっ！






　翌朝。

　ちひろは、出勤一日目にして躓いてしまったことに気がついた。

「もしかして早く出勤しすぎて、社内に入れないんじゃ……」

　二度と遅刻してはならないと気負いすぎ、定刻より一時間前に到着してしまった。セキュリティ解除してもらわないと中に入れないことを、ドアの前で思い出したのである。

　誰か出勤していないか一縷の望みをかけて、呼び出しボタンを押してみる。すると、すぐに開錠されて、中に入ることができた。

「もしかして、みんな出社早いのかな？」

　中に入ると、淹れたばかりと思しきコーヒーの香りがした。見ると、逢坂が給湯室で、コーヒーサーバーを持って立っている。

　今日も、ちょい悪オヤジテイストな渋いスタイルだ。胸元がセクシーにはだけた七分袖の白シャツに、膝が破けたブルーデニム。素足にモカシンタイプのスエード靴を履いている。髪をサラリと後ろに流し、鼻の下から顎までを無精ヒゲで取り巻き、色のついたサングラス。

　……室内でもサングラスをかけている理由はなんだろう。

　それにしても、こんなとびきりかっこいいちょい悪オヤジを朝から目にするとは、実に心臓に悪い。ドキドキが止まらなくなりそうだ。

「おはようございます」

「ああ。おはよう。早いな。もう道に迷うことなんてないだろうに」

　逢坂が大きなマグカップにコーヒーを注ぎながら答えた。

　ちひろがいくら天性的に鈍くさくても、昨日の今日で道に迷うわけがない。一時間も早く出社したのは別の理由だ。

「はい。掃除をしようと思って早めに出勤しました」

「掃除？」

　以前の会社では、一時間前出社が義務づけられていた。もちろんタイムカードを押してはいけない。仕事があろうがなかろうが、社長が一時間前に出社しているからみな出社するという悪しき風習だ。

　しかし一番若い社員であったちひろは、その一時間雑用だらけであった。社内とトイレの掃除、汚れたコップ洗い。新聞を読んでいる社長に、淹れたての茶を出す。

　てっきりそういう業務もあるものだと思っていたちひろは、早めに出社して掃除と雑用をしようと思っていたのである。

「掃除は業者が入っているから、する必要はない」

「そうなんですか。どおりで……」

　オフィス内が驚くほど綺麗だと思った。やはり専門の業者は違うと、ちひろは感心する。

「じゃあ、お茶でも……」

　と言いかけて、逢坂が湯気の立つコーヒーカップを持っている姿を見て口を閉ざす。

（もしかして社長自らコーヒーを淹れているの？　ええ？）

「まだ早いし、コーヒーでも飲んでゆっくりしていなさい」

　彼はそう言うと、手に持っていたコーヒーカップをちひろに渡してきた。

「あ、ありがとうございます」

　受け取ると、上質な香りが鼻腔をくすぐった。

　逢坂は新しいカップを取り上げると、自らコーヒーを注いた。そのまま窓際の一番大きなデスクに向かうと、椅子に腰をかける。

社長室が別にあったようだが、ここにあるデスクは彼の仕事用だろうか。

「君の席はそこだ」

　ちひろは、指示された席に視線を移した。彼のデスクが中央にあり、残りの机は向かい合わせで一列に並ぶような配置になっている。

　ちひろのデスクは、ちょうど逢坂の手前だ。ピカピカのデスクに新品の椅子。最新のノートパソコンがデスクの上に置かれていた。

（もしかして私のために新しく用意してくれたの？　嬉しい……）

　これまで誰かのおさがりパソコンしか与えられなかったちひろは、この配慮に心が高揚するのを感じた。

　椅子に座り、温かいコーヒーを一口すする。ほろ苦いアロマが口腔内に広がり、なんとも言えない気持ちになる。

（おーいしーい。……あ、でも待って……）

　ちひろはどうしても気になったことがあり、立ち上がると逢坂のデスクの前に立った。

　彼はコーヒーを飲みながら新聞を読んでいる。デスクの上にはたくさんの新聞があり、その中には英字の新聞もあった。

「あの……」

「どうした？」

「こういうお茶出しって、新人の女性がする仕事ではないんですか？　社長が淹れてくださるなんて驚きです」

　ちひろは真剣に問うたのだが、当の逢坂は、くっくっくっ……と喉を震わせて笑うだけだ。

（なぜ笑うの？　そんなにヘンなこと訊いたかな？）

　逢坂は新聞をバサリと折り畳み、デスクの上に置いてから答えた。

「掃除やお茶出しが女性の仕事なんて、いつの時代の話だ。君が以前勤めていた会社は、昭和の香りがするようだな。そろそろ切り替えてくれないか」

　現在の年号くらい、ちひろだって知っている。それも平成をとおり越し、昭和の香りなどと言われるなんて心外だ。

　しかし逢坂は、ちひろの面食らった顔など気に留めず言葉を続けた。

「男だろうが女だろうが、自分の飲み物は自分で用意する。うちの会社は八割が女性。管理職も女性だ。数少ない男にお茶出しのサービスをするくらいなら、仕事をしてくれたほうが何倍も効率的というもの」

「管理職も女性……ですか？」

　やけに女性の多い会社だなとは思ったが、管理職まで女性なんて驚愕するしかない。そのような会社だというのなら、郷に入っては郷に従え、そのとおりにすべきだろう。

「……はい。わかりました。失礼します」

　ちひろは大人しくデスクに戻って、温かいコーヒーを飲んだ。自動販売機で買う甘ったるい缶飲料や、粉っぽいインスタントとは違う、酸味と渋みが折り重なった深い味。

　このコーヒーは、ちひろには少し早いような気がした。

「おはようございます」

　数十分後、次々に社員が出社してきた。そのうちのひとりが、逢坂のデスクまで近づき話しかける。

「逢坂社長。もう風邪は治ったんですか？」

「ああ。おかげさまでな」

「すごい鼻声で、声を聞いただけじゃ一瞬誰かわからなくなるほどでしたものね。よかったです」

　その女性は、ちひろをチラリと一瞥すると、隣の席に派手なバッグをドンッと置いた。

（うーん……なんだか、嫌な感じだけど……なんだろ？）

　出勤してきたひとたちは、みなオシャレで華やかだ。まるでファッション雑誌から抜け出したみたいに洗練されている。

　特に、先ほど嫌な視線を向けてきた隣の席の女性はすごかった。フリルたっぷりの黒いブラウスに、ストライプ柄のパンツスーツ。パンツは腰で穿くタイプのようで、ヒップあたりがピチピチでセクシーすぎる。見たことはあるが名を知らないブランドのアクセサリーに、宝石がギラギラした腕時計をつけ、縦ロールに巻いた髪をかき上げていた。

　リクルートスーツの自分が、すごく野暮ったくて地味に思えてしまう。

（あんな感じの華やかな服のほうがいいのかな？　かといって新しい服を買う余裕なんてないし。……そもそも私には似合わないか）

　そういえばタイムカードの機械はどこだろうと、出社してきたひとたちの動きを見ていたら、みなそのまま着席していた。

（もしかして、タイムカードはないのかな？）

　そして、誰もちひろに話しかけてこない。見えていないはずはないから、あえてスルーしているのだと推測する。なんだか空気みたいな扱いで、ますます居心地が悪くなる。

「あ、あの……」

　隣の席に座ったゴージャス美女に話しかける。

「おはようございます。中杢ちひろです。今日から……」

　美女は目を細め、クールな笑いを浮かべた。

「聞いているわ。でもあなた、アパレル職の経験ないんでしょ？　あまり関わり合うことはないと思うけど、よろしくね」

　冷たくそう言い捨てると、タブレットを片手に立ち上がった。

「ハイクラスブランドチーム、ミーティングしましょう」

　彼女がそういうと何人かの女性が立ち上がり、同じようにタブレットを手に別室へと消えていった。

　ミーティング用の部屋はガラスで区切られており、ボタンひとつで不透明に変わった。瞬間調光ガラスというものだが、ちひろはそのタイプを初めて見たので感動してしまう。

　オシャレ美女たちがタブレットを持って、ハイクラスブランドのミーティング。

「ドラマみたいな世界だ……」

　どうしたものかと焦っていたら、ポンッと肩を叩かれた。背後に逢坂が立っていたのである。

「簡単に社内を説明しよう」

　社長自ら説明してくれることに驚きつつも、気になることがあるので先に別のことを質問する。

「は、はい。あの……タイムカードを打たなくていいんですか？」

「勤怠はすべてオンラインで管理している。あとで総務からそのあたりのことを聞いてくれ。おれが今から説明するのは、おおまかな社内の概要だ」

　今時のタイムカードはパソコン管理されているのか。初っぱなから驚かされてしまう。

「は、はい」

　緊張していたせいなのか、それとも座ったことのないようないい椅子だったせいか。はたまた久しぶりに履いたパンプスだったせいか、立ち上がったとき、かかとが椅子にあたった。

「いっ……！」

　よろけた拍子に、逢坂の胸に飛び込んでしまう。

「おっ……と」

　筋肉質で逞しい胸にしがみつくような姿勢になってしまい、慌てて離れようとした。しかし今度は足もとがふらついてしまい、背中から倒れそうになってしまう。

　逢坂の長い手が伸び、ちひろの背中に手のひらをあて、ぐいっと抱き寄せる。

　結局彼の胸に抱き着くことになってしまい、ちひろは羞恥で顔が真っ赤になってしまった。

（あ……この香り……）

　オリエンタルでスパイシーで、甘くてセクシーなメンズフレグランスの香り。記憶にある芳香に、ちひろは上目遣いで逢坂を見た。しっかりとした顎を取り巻く無精ヒゲが目に入り、ちひろの胸がドクンと高鳴る。

（赤い薔薇のおじさまと……同じ香り？）

　抱き着いたままのちひろを、逢坂はぐいと押し返した。

「危なっかしい奴だな。君はちょっとドジが多すぎる」

「すみません……」

　冷たくそう言われ、俯いて小さく謝罪を口にする。

（出勤一日目にして、ダメ社員の烙印を押されそう……）

　落ち込んだ気持ちのまま、彼についてオフィスの中を歩いて行く。

「この階は企画生産チーム。ハイブランドチームと、カジュアルブランドチームに分かれている」

「さっきミーティングルームに入っていったひとたちが、ハイブランドチームですか？」

「そうだ。平均客単価三十万以上の顧客を持つ、クオリティの高い商品ばかりを扱うチーム。うちの稼ぎ頭ではないが広告塔となっている」

「客単価三十万……？　下着で……？」

　三枚千円のショーツを穿いているちひろには、見当のつかない代物だ。

「次は、うちの主力商品であるカジュアルブランドチーム。平均客単価五万円前後。このラインが最も売れる」

　カジュアルでも五万円と聞き、ちひろは目が回りそうになる。

（どんな下着を扱っている会社なの？　ダメ、まったく見当がつかない……！）

「次は上の階。Ｅコマースチームと営業チーム」

　逢坂について、階段を昇っていく。

　二十九階と三十階と聞いていたが、社内に階段があり、どうやらつながっているようだ。

　それにしても階段ですら吹き抜けタイプで、とても洗練されており気後れしてしまう。天井には豪華なシャンデリアがぶら下がり、窓枠には小さな観葉植物。

それに壁にはお色気たっぷりの女性が、あられもない下着姿でポーズをとっているポートフォリオがいくつも飾られている。

　その迫力に唖然としていると、逢坂が階段の踊り場で立ち止まった。

「どうした」

「あ、いえ……セクシーすぎる写真なので、ちょっと恥ずかしくて……」

「それくらいで恥ずかしい？　普段どんなインナーを着用しているんだ」

「どんなって……普通の……」

　ちひろは正直に、リボンとレースしかないヘソ下までのパンツと言いかけてしまう。はっと気がついて、慌てて逢坂に言い返した。

「なぜ穿いている下着を答えないといけないんですか」

「別に答えを要求してない。疑問に思っただけだ。次に行こう」

　彼は表情も変えずにそう言うと、何食わぬ態度で階段を上っていってしまった。

（やだ……恥ずかしい……過剰反応した私がバカみたい……）

　子どもっぽい言動をしてしまったことを自省し、うなだれたまま彼のあとをついていく。

　三十階もこぎれいな室内だ。二十九階と似たような机の配置だが、真ん中にパーテーションが置かれている。

「おはようございます。逢坂社長」

「ああ、おはよう」

　次々と軽快な挨拶が飛んでくる。各自仕事を始めているようで、電話をかけたりパソコンを叩いたり、みな忙しそうにしていた。

「ここはＥコマースチームのエリア。うちは複数のモールに出店してネット販売をしている」

　二十九階はバリキャリ系ファッションの女性たちばかりだが、ここはモード系ファッションの女性が多かった。どちらにしても、オシャレなことに変わりはない。

「Ｅコマース……初めて聞く単語です。意味はなんでしょうか？」

　そう質問すると、逢坂のが驚いた表情でちひろを見返してきた。

「君はネット通販を利用したことがないのか」

「あります。大好きです。ポイント還元キャンペーンとか送料無料とか。お得なときを見計らって、月に三回くらい購入します」

　そう返すと、逢坂は呆れたように肩を竦めた。

「……Ｅコマースとは電子商取引のこと。ネット通販やネットでのオークションもそれに含まれる」

「そうなんですね」

　のんきにそう返すちひろに、逢坂は人差し指で顎の無精ヒゲを掻きながら、ふうと嘆息する。

「君は覚えることが多そうだな」

　初めてのことばかりで、ちひろは逢坂の漏らす言葉を深く捉えなかった。

　逢坂がパーテーションの向こう側へと向かった。

「ここは営業チームだ」

　彼の指さす方向には、誰もいなかった。

「直行直帰が多いから、席にいないことが多いな。営業は全員が男だ」

　確か八割が女性ということだった。

　ということは、残り二割の男性が営業チームということになる。

「顔を合わせることがあれば挨拶しておいてくれ」

「はい。わかりました」

　逢坂は、そのまま最奥の扉へと歩いて行く。

　最初の説明では、三十階はＥコマースチームと営業チームだけだったはず。なんだろうとついていくと、彼は仕切られた部屋のドアノブを掴み、ガチャリと扉を開けた。

「わあ……」

　扉の向こうに、別世界のように絢爛豪華な部屋があった。

　ひときわ大きなクリスタルガラスのシャンデリア。床の上にはムートンのラグが敷かれている。ショーケースタイプのローテーブルに、猫脚のゴージャスソファ。

　壁際にはアンティーク家具が並んで置かれており、ところどころ引き出しが空いて、そこから華やかなレースがこぼれていた。ドレッサーもクローゼットもアンティークなロココ調。まるで少女が夢見る部屋だ。

「お姫様の部屋みたい……」

「ショールームだ。我が社の商品を展示している」

「商品……ですか。……え？」

　某有名テーマパークのオフィシャルホテルも真っ青の華やかさに圧倒されていると、なぜか不釣り合いなものが並んでいることに気がついた。

「こ、これも……商品？」

「そうだ。売れ筋のメイン商材となる」

　ポーズをキメたマネキンが見たこともないくらい露出の多いセクシーなランジェリーを着ているのである。

「メイン……？　これが……」

　ちひろは唖然とした調子で、マネキンを指さした。

　マネキンが着用しているのは、総レースのブラジャーと、同じ素材のレースを使用したショーツ。しかしブラジャーは中央にクロスに編まれたリボンがついており、なぜかそれが妙に色っぽい。ショーツも三角形の形をしたレースで、はっきり言って尻が丸見えではなかろうか。

（たまたまエッチな下着を見ちゃっただけ？　ほかのものはどうなんだろう）

　並んでいるマネキンを、ひとつひとつ眺めてみる。

　どれもこれも似たり寄ったりのセクシーさ。極めつけは、一番端に置いてあるターコイズブルーの下着だ。

「……ブ、ブラの形がチョウチョ？　ヒップ部分が総レースでお尻が丸見え。そのうえ……」

　レースはヒップ部分をすべて覆ってはおらずＶ字型になっており、中央には蝶のモチーフがついているのである。

「これを穿いたらスカートに響きませんか？　もしくは蝶のモチーフが浮き出てきそうです」

「普段用にこういうのを穿くわけがないだろう。特別なとき……つまり、勝負下着というやつだ」

　狼狽えるちひろに逢坂が、こともなげにそう返してくる。

「勝負下着って……」

　これらはちひろの勝負下着の概念を、大きく覆していた。こんなセクシーな下着、今まで見たことがない。唖然としていると、逢坂はその商品の説明をしはじめた。

「去年のモデルだが、カラバリ含めて累計十万セットの販売実績がある。このチョーカーもセットになって一万四千九百円というリーズナブルさがウケたんだろう。ネットで飛ぶように売れたんだよ」

　逢坂の節くれ立った指が、薔薇モチーフでつながれたチョーカーを指さした。そこから小さなチェーンが伸びており、先端に留め具がついている。

　逢坂はその留め具をつまむと、ブラパットとショルダー紐のつなぎ目にあるアジャスターに留めてしまった。すると、もっといやらしい姿になってしまって、もう正視できない。

　タジタジしているちひろを見て、逢坂が呆れた声を出す。

「恥ずかしがっている場合か。これから毎日これらを目にすることになるのに」

「ええっ!?　ステテコとかババシャツのチームはないんですか？　私、できればそっちのほうが……」

　ちひろの訴えに、逢坂は呆気に取られたような顔をした。

「ステテコとババシャツのチームなどない。君は何を言っているんだ」

「だってエッチな下着の会社だなんて、長谷川さんはおっしゃっていませんでした。私、恥ずかしくて目のやり場に困りそうです」

　長谷川という名を口にすると、逢坂のこめかみあたりが引きつったような気がした。

「業務内容と職務内容が詳細に書かれた用紙をもらったはずだ。内容を読んでいないのか」

　当然読んでいる。

　だが隅から隅まで読んでいるわけではなかった。

「業種が、下着の卸製造販売だと……」

　素直にそう返すと、逢坂は手のひらでサングラスを覆い、左右に顔を振った。

「君は……本当に教育しがいがある。まずは、その思い込みの激しいところと、うっかりしている部分を直していこう」

「はい……すみませんでした」

　シュンと俯き、目のやり場に困るようなセクシーランジェリーを横目で見る。

（エッチな下着に慣れるかな……？　でも十万セットも売れるなんてすごい……）

　逢坂がショールームを出て行こうとするとき、ちひろの足がピタリと止まった。

「どうした？」

　ちひろは恥ずかしいと口にしておきながら、もう一度そのマネキンのそばに行き、蝶モチーフのセクシーな下着をまじまじと注視する。

「このターコイズブルーの下着、十万セット売れたんですよね。カラバリ含めても十四億円以上売れたんですか？　……すごい」

　十万セットということは、十万人の女性がこのエロい下着を買ったことになる。

　ちひろは、十万個売って十四億稼げる商品など取り扱ったことなどなかった。なぜなら文房具の単価は低いからだ。出荷する伝票の数字は何百万、何千万という数字が並ぶが、取引で動く金銭は何十万程度にしかならない。一つの商品で十四億という、想像をはるかに超す売り上げに、ちひろは愕然とする。

（卸と小売りの差もあるし、客単価も違うんだろうけど……一つの型番で十四億……。すごい会社にきちゃった……）

　逢坂が腕を組むと、こともなげにこう言った。

「十万セットくらいで驚くな。過去には五十万枚売れたブラもある」

　男性の口から、ブラという言葉を聞く日がくるとは思わなかった。

　そんな顔をしてしまったからだろうか、逢坂がふうと息を吐く。

「そんなに驚いてばかりだと大変だろう。まあいい、君には研修として、明日から一週間ずつ各チームを手伝ってもらい、社内の雰囲気に馴染んでもらう」

「今紹介されたチームのお手伝いですか？」

「そうだ」

（どのチームもスペシャリストって感じのひとばかりだったけど……。私にできる仕事なんてあるのかな？）

「あ、あの……」

　逢坂の広い背中に向かって、おずおずと問いかける。

「これまで伝票整理とか発送手続きとか、そういった仕事しかしてこなかったんです。今説明していただいたチームの仕事が、私にできるかどうか不安なのですが……」

　暗い面持ちのちひろに、彼はこともなげにこんなことを口にした。

「雑務のために君を雇ったわけではない。研修後はクリエイティブ職に就いてもらうつもりだ」

「クリエイティブ職？　そ、それはいったいどのような……」

　一生縁のないような職名に、ちひろは目を見開いて驚愕する。

　逢坂は、それがどうしたという顔で説明を続けた。

「商品企画に商品開発。販売戦略に販売促進といったところか。君の適性を見極めるために、各チームで研修をするんだ。頑張ってくれよ」

「は……い。よろしくお願いします」

　ちひろは逢坂の広い背をぼんやりと眺めながら、階段を下りた。

（なんか面接に続いて初日も散々な感じ……それに想像していた職種と違いすぎて、どうしていいのかわからなくなっちゃった。商品企画？　開発？　私にできるの？）

　席に戻ってすぐ、バッグの中から長谷川に渡された紙を取り出し、隅から隅まで読む。

　一行たりとも一文字たりとも見逃さす、意味のわからないところも理解するまでじっくりと目を通す。その紙には、勤務地、勤務時間、休日休暇、資格、給与、雇用形態、待遇などがきっちりと書き込まれていた。

　ちひろは、業種のところを詳しく読んでみる。

　──主に二十代、三十代レディース、メンズのインナーウェアを企画開発。製造卸、ＯＥＭを主体としている。

　──他、Ｅコマース（インターネット通販）事業を展開。募集職種。商品企画、またはＥコマース業務。

（あ……二十代、三十代って書いてある。ちゃんと読めば、業務内容を理解できたのね。それに職種もそれっぽいのがあるし）

「主な取引先名……名のある下着ブランドばかりだ。すごい……」

　最後に、ＣＥＯ兼代表取締役である逢坂のプロフィールが書かれていた。

「日本最大手インナー会社のＥＣ事業部総責任者を経験したのち、五年前に株式会社ベルスロープを設立。徐々に業績を伸ばし、昨年度は八十億の売り上げを達成した」

（すごいひとなんだ……といっても、なんだかすごいというだけで、実際のところよくわからないけれど）

　ちひろの懸念は、別のところにもあった。ステテコ、ババシャツのような普通の下着を取り扱っている会社ならば、両親にも再就職を喜んで伝えられたのに。

「あんな派手でエッチな下着の会社だなんて、親に説明できないわ……」

　それだけではない。ちひろはエッチな下着であるという以上に高い障壁を、この会社から感じていた。

「仕事ができそうなひとばかり。……普通の事務職しかしてこなかった私に務まるの……？」
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　翌朝。

　出勤早々、公言どおり各チームで研修するようにと、逢坂に指示された。その前に、大事なことを伝えたほうがいいと逢坂のデスクの前に立つ。

「下着がどれもエロくて恥ずかしいです」

　なるべく周囲に聞かれないよう小声にしたのに、逢坂は普通の声量で返してくる。

「どういう意味だ」

　背後がザワリとどよめいた気がしたが、ちひろは正直に気持ちを説明した。

「エ……エッチすぎて、恥ずかしいんです。その……慣れるかどうかわからなくて……」

　すると、返ってきた答えがこれだ。

「昭和の感性みたいだな」

　またしても昭和。

　ちひろは意味がわからず首を傾げる。

「私は平成の生まれですが……」

「頭の中のことを言っているんだ。君が平成生まれであることは知っている」

　昭和だろうが平成だろうがド田舎出身のちひろに、面積の少ない下着は刺激が強すぎる。何をどう言われても、恥ずかしいものは恥ずかしい。

「四十五歳のおれでも、そこまで思わんぞ。感性が古すぎないか」

「古いかもしれません。だから、こういった業界に自分は合わないんじゃないかと……」

　ちひろの言葉を逢坂が遮った。

「インナーなんて年齢や趣味嗜好によって選択肢が変わってくるものだ。君は自分の理解できないものは認めない主義か？　排他的すぎるだろう」

「そんなことは……」

　確かに、ちひろが恥ずかしいと思うだけで、エロくてセクシーなインナーを好んで身に着ける層だっているだろう。何もちひろは、自分が理解できないという理由だけで嫌がっているわけではない。

「それだけじゃありません。この会社のレベルに、自分の能力がついていけないのではないかと心配しています」

　だがその言い訳も、逢坂は一刀両断した。

「君はまだ研修のひとつも受けていない段階だろう。実務を何ひとつやっていないのに、表層だけを見てできないかもなどと、何をくだらんことを」

　逢坂の言いたいことは理解できるが、どの角度から見ても、ちひろ程度の経験値でやっていけると思えない。

（簡単な伝票仕事しかしてこなかった私に、エッチなインナー関係の商品企画や開発って……敷居が高すぎる）

　言葉に詰まっていると、彼がこう言い切った。

「最初から君がこの業界についてこられるとは思っていない。おれは、ゆっくりと育てるつもりでいる。ほかの連中だってそうだ。異業種から入ってきた社員だって何人もいる。取りかかる前から合わないかもなんて、気弱な泣き言をこぼすんじゃない」

　そこまで言われてしまっては、ちひろが根性なしで情けない奴になってしまう。

　実際のところ情けない奴であっているのだが、認めてしまうには少しばかりなけなしのプライドが邪魔をした。

「……わかりました。頑張ってみます」

　小さくそう返すと、逢坂は深く頷く。

「とりあえず研修を受けなさい。合う、合わないはそれから考えても遅くはないだろう？」

「はい」

「まずはハイブランドチームのリーダー、高たか木ぎの補佐から始めてくれ」

　ちひろは一礼すると、肩を落とした状態で席に戻る。

　すると、周囲の視線はますます冷ややかになっていた。

「エロくてエッチだってさ」

「私たちに対しても失礼よね」

（そういう意味じゃないんだけど……自分の能力不足を説明したかっただけなのに、言い方を失敗してしまった……）

　彼女たちは、ちひろが口にした「エッチなインナーが恥ずかしい」という部分が気に入らなかったようで、小さな声でヒソヒソと話している。

（どうしよう。謝りたいけど、謝れる雰囲気じゃないし……）

　すると逢坂は、営業に出ると言い残し、オフィスを出ていってしまった。そのうち、みなそれぞれの仕事を始めてしまい、冷ややかな空気だけが残されてしまう。

　──ということで、雰囲気の悪いまま研修一日目に突入することになった。
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　一日目。ハイブランドチームでの研修。

　チームリーダーの高木は外見も派手なら、経歴や言動も派手。英語とフランス語ができるトリリンガルだという。リーダーシップをこれでもかと発揮し、五人の社員をキビキビとまとめ上げている。バイリンガルですらこれまで周囲にいなかったので、三カ国語が堪能だなんてちひろにとっては別次元のひとだ。フランスのデザイナーや台湾からの生地業者とやりとりしている姿など、ドラマさながらの光景である。

「中杢さん」

「は、はいっ！」

　そんな彼女に呼ばれて赴くと、色とりどりの布の束を渡された。

「マテリアルサンプルをミラノに送りたいの。インボイスお願い」

「はい？」

　しょっぱなから暗号みたいな仕事を依頼されて、棒立ちになってしまう。

「は……はい？　イ、インボイス……？」

　高木は目を細めると、片方の口角を上げて意地悪そうに笑った。

「そっかぁ。あなた、この業界素人だったんだわ。でもインボイスくらい書けるでしょ？」

「書いたことありません」

　正直にそう告げると、高木の眉間にぎゅっと嫌な皺が寄る。

「もういいわ」

　彼女がふいと顔を背けると、近くにいた女性に声をかけた。

「こんな簡単な雑用をお願いして悪いけど、インボイスお願い。外出するから、あとはよろしくね」

「はい」

　高木はちひろに興味を失ったようで、一瞥すらせずどこかへ行ってしまった。

　ちひろは所在なげに立ち尽くすことになる。

（どうしよう……補佐どころか放置されちゃった。簡単な雑用ってところも、イヤな言い方されちゃったし……）

　しかし、このまま席に戻ってもすることがない。何か指示されないことには、手持ちぶさたになってしまう。ちひろは、インボイス作成を請け負った女性のところに行ってみた。

「あの……私もできるようになりたいので、教えていただけますか？」

　その女性は、ちひろをチラリと見ると、にっこりと笑った。先ほどの高木は冷たい印象だが、こちらの女性は優しそうだ。

「じゃあ、お願いしようかな。書けたらチェックするから見せてね」

　インボイスについてひととおりの説明を受けて、伝票を受け取った。一回聞いたくらいで書けるようになると思えない内容だが、彼女はパソコンに視線を戻すと忙しそうにキーボードを叩き始めた。

（……わからなくなったら、途中で聞けばいいか。とりあえずやってみよう）

　見切り発車のような状態でインボイスの伝票を書き始めたが、すぐにわからない英語スペルが出てきた。

「すみません。衣類のスペル教えてください」

　何気なく訊いただけなのに、彼女は冷ややかな目で見返してきた。

「あなたの目の前にある機械は、なんのためにあるの？　それくらい自分で調べて」

「え……」

　ちひろはこれまで、ちょっとした質問でもまずは先輩社員に質問していた。それこそ表計算ソフトの簡単な計算式とか、思い出せない漢字でもだ。それがコミュニケーションだと思っていたし、すぐに答えられる範疇なら誰もが気軽に教えてくれた。

　それなのに、この会社では「まずは自分で調べろ」という。ちひろはブラウザを立ち上げ「衣類」「スペル」と打ち込み文字を調べた。

（ＣＬＯＴＨＥＳね。あと……ついでに、わからないスペルも調べておこう）

　それらを伝票に書き終えると、女性の元に持って行った。

「できました」

　彼女はすみずみまで目を通すと、一か所間違いを発見した。

「ＧＩＦＴにチェックが入っているわ。これじゃあプレゼントになっちゃうでしょ。ＳＡＭＰＬＥよ。さっき高木さんはマテリアルサンプルって言ったでしょ」

「あ、はい……」

　そういえば、確かにマテリアルサンプルと言っていた……ような気がする。

（あんな何気ない言葉も、ちゃんと拾っているんだ。なんだか、本当にこの会社のひとたち、すごい……）

「すみません。すぐやり直します」

　ちひろは急いで書き直をして、再度提出する。今度は受け取ってもらうことができた。

「ありがとう。席で待機していてくれる？　今はお願いできそうな仕事がないから」

「はい……」

　そしてみな、キーボードを叩いたり、電話をかけたりし始めた。

　しばらく様子を伺い、もし手伝えるような仕事があれば申し出ようと思ったが、本当に何も手伝えそうなことがない。ちらりと覗くと、見たことのないようなアプリケーションソフトでブラジャーのデザインをしているし、電話で話しているひとは流暢な英語で会話をしている。

（スキルが高すぎて、ついていけない……！）

　初日にして、もう心が折れてしまいそうになる。

　こんな心境で、一週間持つのだろうか。

　ちひろは、今までの会社がぬるま湯であることを知った。仕事もそれほど忙しくなかったから、三時になったらみんなでお菓子を食べたり、ジュースを買い出しにいったり、和気あいあいとしていた。

　ここで働いているひとたちは、想像できないくらい難解なことをしている。

（仕事とひとくちに言っても、これまで私のやってきたことは雲泥の差だわ）

　ちひろは、あれほど逢坂に発破をかけられたにも関わらず、すっかりやる気を失ってしまったのである。





＊　＊　＊






　一週間後──

　ハイブランドチームの研修をなんとかやりすごし、次はカジュアルチームの研修となった。

　正直、この一週間は自己嫌悪ばかりだった。わからない用語や段取りの悪さ、ちひろの鈍くささも相まって、リーダーの高木があからさまに冷たかったのである。

（ここまでダメダメ新入社員の烙印を押されるとは思わなかった。……もう辞めちゃいたい。でも今辞めたら根性なしの烙印を押されちゃうし……）

　確認不足とはいえ、自分のスキルや実力と合わない会社にこれ以上在籍して、なんの意味があるのだろうか。

　そんな気持ちのまま、カジュアルチームのリーダーを紹介された。もしまた怖いリーダーだったらどうしようと、身構えてしまう。だがリーダーの悠ゆう木きは、ちひろとあまり年齢が変わらないように見えた。

「今日から一週間、よろしくね」

　気さくな挨拶に、ちひろは少しだけ安堵し小さく頭を下げた。

「よろしくお願いします。悠木さん」

　ところが頭を上げた瞬間、彼女の表情が険しく変化した。

「役職つきで呼んでくれるかな。それとも年下の上司には敬意を払えない？」

「え？　そういうわけじゃ……」

　役職つきということは、名前にリーダーとつけてほしいということだろうか。敬意を怠ったわけではないが、ハイブランドチームにいたときには役職どうのと言われなかったので、特に気にしていなかった。

　それにしても年下？

　女性の役職というのも驚きだったが、二十代前半のリーダー職がいることにも驚いてしまう。

「若いのにリーダーですか？」

「そう。私は今年で二十一歳。でも十八歳でこの会社に入ったから社歴は三年あるの」

「……じゃあ、悠木リーダー？」

　そう敬称をつけると、悠木が満面の笑みを浮かべた。どうやら、その呼びかたが正解のようだ。

「それでいいわ。私、舐められたくないの。この会社の最年少リーダーだし、年上の部下だっているわ。でもね、私は実力でリーダーになったの。それなりに扱ってよ」

「はい。わかりました」

　はたから見たら生意気な発言と思うかもしれないが、ちひろは別のことを考えていた。

（すごい。二十一歳でチームリーダーだなんて。……自分からリーダーとして扱ってほしいと要求してくるとは思わなかったけど）

　以前勤めていた会社では、女性が役職につくことなどありえなかった。だから間違って入社した能力のある女性は、すぐに辞めていく。残るのは、出世したいとか役職が欲しいと思わない腰掛け気分の女性のみ。それと、特段何も気にしないちひろのような、お気楽者だけ。

（八割が女性という会社では、女性の出世が当たり前のことなんだ。それでも二十一歳でリーダーはすごいなあ）

　素直にそう感じたちひろは、ついそれを口に出して言ってしまった。

「すごいですね。若くてリーダーってことは能力を認められたってことですよね」

　悠木は満更でもないという顔で、口元を緩ませ、嬉しそうな顔を見せる。

「そうよ。いくつもヒット商品を出したんだから。さ、ミーティング始めるわよ。こっち」

　悠木の先導でミーティングルームに入る。

「おはよー」

「おはようございます。悠木リーダー」

「宿題、やってきたあ？」

「はーい、もちろんです」

　カジュアルチームは、みな若く見えた。悠木ほどではないが、二十代ばかりだろうと推測する。

　悠木もほかの社員も、ミーティングの席でちひろにいろんなことを訊いてきた。ほとんどが雑談で、好きなミュージシャンとか、よく読む雑誌は何かとか、そんなどうでもいい話だ。つんけんしたところもないし、みな気さくにちひろと話してくれる。

「今日から一週間、よろしくお願いします。精一杯頑張りますので、よろしくご指導願います」

　ちひろがそう挨拶すると、みな拍手までしてくれた。

「じゃあ、早速お仕事お願いしよーかな」

「はいっ！」

（もしかしたら、このチームだったらうまくやれるかもしれない）

　……と思ったが──

　蓋を開けたら、ハイブランドチームより苦戦した。

「このサンプル、青山にある出版社に持って行って」

「あ、はい。青山……の出版社……」

「中杢さん。明日撮影だから、下準備お願いするわ」

「下準備ですか？　は、はい」

「これ、クリーニングに出してきて。今すぐ！　お急ぎ特急便で仕上げて！」

「は、はいぃぃっ……！」

　次から次に用事を言いつけられ、目が回るくらいに忙しい。初日から一日中走り回ることになったので、翌日はパンプスではなくスニーカーで出勤することにした。

　最初は、スニーカーなど履いて怒られないだろうかと懸念した。ところが誰もなにも言わなかった。当然逢坂もだ。この会社には「こうでなければならない」という決めつけがない。パンプスじゃなくてもいいし、もしかしたらビーチサンダルでも怒られないかもしれない。

　そうと理解したちひろは、三日目ともなると服装も変え、Ｔシャツにデニムにした。そうでないと機敏には動けない。

　撮影の立ち会いでスタジオ入りしたときは、初めての体験でいろいろと興奮してしまった。金髪碧眼の、常軌を逸した美しさを持つ下着モデルを目にしたとき、気持ちが最高潮に盛り上がってしまう。

「うわぁ……モデルさん、すっごく可愛い。細いー！」

　なんて喜んだのは最初だけ。水を買ってこい、タオルを持って来い、小道具を運べ、ライトの位置を変えろ。次から次へと、ちひろに指示が飛んでくる。雑誌やポスターで見る美しいモデルスチールは、裏方の努力を積み重ねてできあがるのだと感心してしまった。

　毎日がヘロヘロ状態であった。

アパートに戻ると、バタンキューでベッドに倒れ込んでしまう。

「カジュアルチーム、まさかの体育会系だった……全身、筋肉痛だ……」

　週末に測ったら体重が三キロ落ちていた。

　ものすごい肉体労働だったと、土日を寝てすごすことになる。
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　そして、Ｅコマースチームの研修をする一週間がやってきた。

　土日だけでは疲れが取れず、フラフラしている月曜日。Ｅコマースチームのリーダーが、開口一番、口にしてきたのがこれだ。

「私はチームリーダーの橘たちばな。悪いけど、今セール中で相手してられないんだ。とりあえず電話が鳴ったら出てくれる？」

「は、はい」

　橘はそれだけを言うと、Ｅコマースチームの社員を集め円陣を組んだ。

「行くよー！　今週を乗り切ったら美味しいビールでも飲みに行こう!!　ファイッ！」

「ファイッ！」

　円陣の次は、かけ声だ。

（ええ……!?）

　カジュアルチームより暑苦しい光景に、ちひろは目を剥いてしまう。

（もしかして、このチームも体育会系？　今週も肉体労働!?）

　ちひろの困惑を無視してみな席につくと、無言でキーボードを叩き始めた。オフィス内はキーボードとマウスをカチャカチャする音しか反響しない。

「電話番だけでいいのかな……」

　何も説明されていないので、これといって手伝うことはできないが、電話の取り次ぎだけでは心苦しい。

「あの……私も……」

　ちひろの声を、橘が鋭く遮った。

「十時よ！　みんな、気を引き締めて！」

　十時にいったい何があるのだろうと、口を閉ざして成り行きを見守る。

　数秒後、誰かが声を張り上げた。

「注文が入ってきました！」

「もう？　十秒で？」

　同時のタイミングで、電話がけたたましく鳴り出した。ちひろは慌てて受話器を取り上げる。

「株式会社ベルスロープでございます」

　電話に出るのはそれほど苦手ではない。取り次ぎなら、これまでもしてきたことだ。しかし電話の向こう側にいるひとは、ちひろの想定とはかけ離れたことを言い出した。

『さっき注文したんだけど、住所間違えたの。変更して』

「は、はい？　で、ではお名前とご住所を教えてください」

　新しい住所をメモして、電話を切る。その拍子に、またしても呼び出し音が鳴り響いた。

「は、はい！　株式会社……」

『全然ネットがつながらないんだけど!?』

「は、はあ……」

　相手の言い分を聞いてメモをして、電話を切ると再び鳴る。それの繰り返しだ。この対応で合っているのどうか聞く余裕すらないほど、電話は次々にかかってくる。

「は、はい。株式会社ベルスロープで……」

　怒涛のごとく鳴り響いた電話のベルは、昼頃でいったん収束した。

「今のうちにお昼ご飯食べてきなさい」

「は、はい……」

　ちひろは、フラフラの状態でランチ休憩を取ることになる。戻ってきたとき、全員が出ていったときと変わらない姿勢で在席していた。どうやら昼休み返上で仕事をしていたようだ。

（これはいったいどういう状態なの？　誰もお昼ごはんを食べないなんて）

　どうしていいのか狼狽えていると、再び電話が鳴り始めた。

「電話、取って！」

「は、はいっ！」

　ランチの余韻も束の間。

　ちひろは再び、鬼のようにかかってくる電話取り次ぎに追われることになる。夕方六時になると、スイッチが切り替わったように電話が鳴らなくなった。代わりに音声の録音対応メッセージが流れる。

『本日の営業は終了いたしました……』

　もうちひろはクタクタだ。

　電話でずっとクレームや要求ばかりを聞いているのは、かなりの精神的苦痛と言える。肉体労働とは違った疲労が、全身を取り巻いていた。

　ちひろの机に缶コーヒーがトンと置かれた。

「お疲れ様。よく頑張ったね」

　橘がにっこりと笑って、ちひろの肩をポンと叩く。喉を使いすぎてゴホゴホしていたちひろは、缶コーヒーをありがたくいただいた。

「ありがとうございます」

　冷たくて甘いコーヒー、それと橘のねぎらいの言葉が、ちひろの疲れ切った脳裏を癒してくれる。

「セール初日が研修一日目とはツイてないわね」

「セール初日だったんですか……どおりで」

　橘も缶コーヒーのプルトップを押し開けると、ぐいっと一気飲みする。

「今日から三日間は、半期に一度の決算セールでね。さらに新作商品も同時発売だから、かなり気を張っていたの。何しろ倉庫には、三か月以上在庫を置かないように言われているから必死よ」

（三か月しか在庫を置けない……？）

　以前の会社では、倉庫に何年も眠っている商品が山とあった。古くさい文房具でも少しずつだが出荷されるし、特に在庫など気にしたことがなかった。

「……厳しいんですね」

　彼女が缶コーヒーを近くのゴミ箱に放り込むと、ふふっと笑った。

「当然よ。稼働率の悪い商品は、不動在庫になる。ＥＣチームは在庫を貯めないようにするのが、仕事みたいなものだからね」

　稼働率も不動在庫も考えたことのないちひろには、斬新すぎる考えのように思えたが──

（待って……不動在庫、つまりいつまでも倉庫に居座っている商品が少ないということは、新しい商品を仕入れて、どんどん売ることができる。そのぶん資金も回る……あたりまえの考えだわ！　前の会社がヘンだったんだ）

「今日あなたにお願いした仕事は、カスタマー対応。お客様からのクレームばかりだったでしょう？　外部のカスタマーもいっぱいいっぱいでね。三日間だけ、こっちでも対応することにしたのよ」

「明日も……」

「精神の弱い子なら一日でダメになっちゃうの。本当にあなた、よく頑張ったほうだわ。明日からもカスタマーの電話対応お願いね」

「は、はあ……」

　ちひろが精神の強い子みたいな言われようは、横に置いておいて。

　この恐るべき電話攻撃が、あと二日あるのかと思うとウンザリ……といったところだろうが、ちひろの心境は少しばかり違っていた。

（求められるのって……認められるのって、気持ちいいな）

　確かにクレームや要望ばかりの電話ではあったが、こんな自分にもできることがあるというだけで気持ちが軽くなる。微々たる能力しか持たないちひろだが、褒められる仕事があるというのは嬉しかった。

　橘は席に戻ると声を張り上げた。

「さーて、入ってきた受注をさばいていくわよ！　中杢さん。もうちょっと頑張れる？」

「はい。大丈夫です。頑張ります」

　求められているという心の寄り所だけで、ちひろはＥコマースチームの研修を一週間続けることができた。
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　翌週──

　逢坂は各チームのリーダーを会議室に集め、ちひろの研修の成果を報告させた。

「まったく使いものになりませんでした。無知すぎます。いくらなんでも考えが甘くありませんか？　入社する会社の業種くらい事前に調べて、予備知識くらい仕入れておくべきですわ」

　そう辛辣に言い切ったのは、ハイブランドチームのリーダー高木だ。

　彼女は社歴も長く、能力値も高い。キャリアに自信のある高木からしたら、普通に生きていきた二十二歳の小娘など、足下にも寄せつけたくないといった感じだろう。

　続いて口を開いたのは、カジュアルブランドのリーダー悠木だ。

「そーお？　重い荷物も文句言わずに運んだし、年下リーダーでもふて腐れたりしなかったけど？　あんなもんじゃない？　いいじゃない、雑用係でさ」

　最年少のチームリーダー悠木は、自分の基準でしか物事を考えない。雑務の仕事だけしか与えないならば、バイトで十分。正社員で雇い入れる意味がない。

　だが逢坂はそうとたしなめず、次にＥコマースチームのリーダー橘に視線を向けた。

　橘も高木や悠木と似たり寄ったりの意見だ。

「積極的にやってくれたほうだと思います。しかし、残念ですがスキルは下の下ですね。何しろ売り上げに貢献することを何もしていませんから。電話番だけじゃあね」

　橘はネット販売のスペシャリストで、彼女の言うスキルの基準は商品を売ったかどうかのみ。金を稼げない社員は役立たずと言い切る、シビアさも持っている。

　当然ながら、ちひろに物販の経験はない。そんなことは最初からわかっていたことだ。彼女たちからしたら、ちひろなど平均以下、雇う価値などない人材と判断するだろう。案の定、全員が同じことを逢坂に言及してきた。

「逢坂社長。なぜ、あんなスキルの低い女の子を雇ったのですか？　いくらなんでもお荷物すぎます」

　しかし逢坂の考えは少々違っていた。

　彼女たちの顔をひととおり見回してから、はっきりとこう告げる。

「おれは一概にそうは思わない。確かに彼女の能力は低い。知識もない。経験値もない。ないないづくしだ。だがね、おれはうちの会社が飛躍するいいチャンスだと思っている」

「チャンス、とは？」

　高木が訝しげな表情を向けてきた。逢坂は自分の考えを彼女たちに説明する。

「アパレル業界の中小企業なんて、少数精鋭の社員でやっていかないと回らなくなる。だがいつでも中途採用の即戦力ばかりが雇えるわけではない。そろそろ人材育成にも力を入れていくべきだ。つまり新人教育の強化。それが最重要だと考えている。それには、あれくらいまっさらで知識のない人物を実践教育するほうがいい。そう考えて雇った」

　みな不満そうな顔をしているが、逢坂は自説に自信を持っていた。

「逢坂社長のお考え、賛同はできかねますが、理解はできました。しかし、うちのチームは経験も知識も豊富なものばかりです。彼女がついてこられるとは思えません」

　高木がそう言うと、悠木が小さく挙手をした。

「うちで引き取ろうか？　雑用なら山ほどあるし。来月も撮影あるんだよね」

　カジュアルチームの仕事は多岐に渡る。下手をすると、何年も雑用ばかりの下っ端扱いされかねない。

　すると橘が、その意見に同調した。

「お願いしたいわ。ＥＣだと専門の知識が必要だもの。こっちにきても電話の取り次ぎくらいしかできないし」

　高木がわざとらしく咳払いすると、勝ち誇ったような顔で逢坂を見据えてきた。

「逢坂社長。ここまでみんなの意見にほぼブレがありません。面接で遅刻するようなひとに、本気で可能性があると？」

　高木の言うとおり、ちひろは面接に遅刻した。逢坂も遅刻に関しては、あまりいい印象はなかった。

　しかしその日の午後、ひとりの女性から一本の電話があった。

『そうなんです。その、お嬢さん、遅刻しそうとおっしゃっていて。見せていただいた紙にそちらの住所と社名が書かれていたので、ぜひ彼女の遅刻はわたくしが原因であることをお伝えしないといけないと思いまして……』

　ちひろが道に迷ったというのは嘘ではないが、遅刻の一番の要因はまもなく面接時間だというのに、年配の女性と一緒に落としものを探したことである。

　だがちひろは、面接で人助けをしたことを言わなかった。

　一見普通に見えるが、他人を思いやる心を持っている娘。それがちひろだ。そんな彼女が、社会的に未熟だからと潰されるのはしのびない。育てればきっと化けるはず。

　だから、それまでは逢坂が守ろう。彼女の秘める能力を開花させるために──

「ああ。あると信じている。彼女を一人前に育て上げることは、人材育成の発展にもつながる。おれはそれに賭けてみようと思う」

　そこまで言われると、誰も何も言わなくなった。

　逢坂は、自分が多少強引に話を進めたことを理解していた。だが新しい可能性を中杢ちひろに見いだしたい。それだけの思いで強行したのである。





＊　＊　＊






　ちひろは出勤すると、いの一番に逢坂に呼ばれた。

　デスクの前に立って、まじまじと彼を凝視する。

　厚い胸板が浮き上がる白いＴシャツに、ほどよいくたびれ感があるデニム。ダークブラウン色のレザージャケットも手入れが行き届いているのか、いい色になっている。組まれた長い脚に浮き上がった白のスニーカーも、こまめに洗われているのか清潔だ。

　長めの髪をうなじあたりでくくり、相変わらず無精ヒゲを伸ばしている。色つきサングラスも今日はデザインが違っていて、フレームのところに有名ブランドのロゴが入っていた。少しでもやりすぎたら過剰になりそうな洒落っ気なのに、絶妙なバランスでいい感じに収まっている。

（今日もハイスペックちょい悪オヤジだなあ。サングラスと無精ヒゲのせいではっきり顔を判別できないけど、絶対にイケメンよね）

　ちひろの中でイケメンなおじさまといえば、誰がなんと言おうともホテルのバーで知り合ったハイグレードイケオジだ。

　とはいえ、逢坂もなかなかのものだと言える。

（逢坂社長も格好いいけど、赤い薔薇のおじさまには敵わないわね。何しろエレガントで、スマートで、めちゃくちゃ優しくて……）

　そのイケオジの名も訊かず、逃げるようにしてホテルから出てってしまったことを心底後悔している。

（せめて、もうちょっと可愛い下着で出会っていたら……）

「……ろ」

（もしくは酔っぱらって、ヴァージンをもらってくれなんて、あけすけに叫ばなければ……）

「ちひろ！」

「え？」

「何度呼ばせる。中杢ちひろ！」

「は、はい！」

　フルネームで呼ばれて現実に立ち戻る。ちひろは今、逢坂に呼ばれてデスクの前に立っていたのだ。

「すみません！　あのちょっと……意識が飛んで……」

　赤い薔薇のおじさまのことを思い出してぼんやりしていたなんて、口が裂けても言えない。

「しっかりしてくれ。大事な話をするところだ」

「すみません……」

　萎縮してシュンとするちひろを、逢坂は必要以上に責め立ててはこなかった。

「まあいい。君の今後の業務についての話をする」

　研修が終了したら、どのチームに配属するか決定すると言われていたことを思い出す。

（ハイブランドチームはイヤだなあ……。私程度の能力だと足手まといになっちゃうもの。Ｅコマースチームにいたっては、忙しいのに何もできないという状態だったし。どのチームも荷が重い。……せめてカジュアルチームなら、目が回るほど忙しかったけど、やれることが何かあるかもしれないんだけど）

　逢坂の発表を、ゴクリと喉を鳴らして待つ。

　すると、なぜかまったく予想外の配置をいい渡された。

「君は、おれ直属の部下にする。しばらく秘書の仕事をしてもらいたい」

　秘書──？

　逢坂の……社長秘書ということだろうか？　一生縁のなさそうな職種で、ちひろは目を見開いて驚く。

「私が……ですか？」

「秘書は言いすぎだな。おれのもとで修行といったところか。ビシバシいくから覚悟しろ」

「は……」

　はい、と返事をしようとしたが、驚愕で声が出なかった。

「そうと決まったら、さっそく業務命令だ」

　とうの逢坂はまったく意に介した様子もなく、矢継ぎ早にああしろ、こうしろと命令を飛ばしてくる。ちひろは、ついていくのに必死だ。

「まずは商品についてよく知ってもらう。うちのオフィシャルサイトを隅々まで閲覧し、商品ラインナップを覚えてきなさい。オリジナルブランドによって顧客層が変わってくる。そういったことを念頭に置き、うちの商品をじっくり見るんだ」

「は、はい。オフィシャルサイトですね」

「その次はライバル会社のサイトもチェックする。特に新作は要チェックだ。そしてその次にモール店で売れているものを……」

「は、は……はいっ……！」

　逢坂が次々と指示を出してくるから、ちひろは焦りでアワアワしそうになる。

　ひととおり指示を出し切ったのか、逢坂がカップに手を伸ばし、冷めたコーヒーを一口すすった。

「以上だ。質問はあるか？」

　処理速度が追いつかなくて、ちひろは目を回しかけていた。

（ええと……オフィシャルサイトはネットで検索すればいいけど、ライバル会社はどう調べればいいの？　やればわかるかな？　あとから確認して……）

　安易にそう考えたが、ふと意識を改める。

（いいえ、質問はあるか？　と逢坂社長は訊いたのよ。わからないことがあるなら、最初に確認したほうがいい。それでもあとで質問事項なんて山ほどでてくるんだもの。今のうちに訊けることは訊いておいたほうがいいわ）

「あ、あの……」

「なんだ」

「質問です……」

　ちひろは張り詰めてしまって、質問内容が舌に乗らなかった。

　その微妙な間をどう思ったのか、逢坂が柔らかな口調でこう言った。

「ゆっくりでいい。自分の頭の中でまとめてから質問しなさい」

「は、はい」

　深呼吸をしてから、脳内で質問事項を整理してみる。

「ええと……ライバル会社を教えてください。あと、モールで売れている商品の検証ですが、どの商品に絞って調べたらいいのでしょうか？　いろいろあると思うのですが……」

　逢坂が深くうなずくと、さらに指示を追加してきた。

「下着業界の最大手は含まれない。うちと競合するライバル会社は、主に五つだ。一つめは……」

　次々に会社名を告げられ、ちひろはまたしてもアワアワしてしまう。

（混乱しちゃう……！　初めて耳にする会社名ばかりだわ。覚えきれない！）

「絞り込む商品は、やはり一番売上高の高いアイテムであるブラとショーツだろうな。その次に単価の高い補正下着、単価は低いが枚数が出るレッグウェアといったところか」

「あ、ありがとうございました」

　なんとか会社名と商品ジャンルを暗記し、慌てて席に戻って紙に書き写す。

（ええと……これで合っているかな……自信がないから、自分で調べてみよう……）

　ちひろは会社名を一つずつ、パソコンで検索して調べた。

（ふう……大丈夫みたい。じゃあオフィシャルサイトから閲覧してみようかな。まずは商品を覚えなきゃ）

　ちひろは午前中いっぱいかけて、サイトを隅々まで目を通した。その姿を、まわりは一線引いた距離から見ている。特に高木は、忌々しいといった恨みがましい目つきでちひろを見てきたが──

　当の本人は一切気づかず、ひたすらサイトを閲覧していた。








第三章　商品企画から販売促進まで、ひとりでやるのですかっ!?　（前半）






　ちひろが逢坂の秘書となってから、一分一秒たりとも無駄にできない日々を送っている。

　逢坂は驚くほど精力的で、行動的で、チャレンジ精神に溢れていた。誰かが提案した無理そうなアイディアでも、面白いと思ったら彼は実行した。行き詰まった社員がいたら、彼の持つ豊富な知恵と経験で突破口を提案する。過剰に手伝うわけではない。あくまでも助言するというスタンスで、社員に自信をつけさせてくれる。

　そして宇宙人かと思えるくらいに賢い。大袈裟かもしれないが、ちひろからしたら異次元の頭のよさだと思えるときがあった。

　たとえば──

「このデータ、アクセス数と転換率の計算式が間違っているな」

「あっ……は、はい。ええと……」

　最近になって、やっと表計算ソフトの小難しい計算式を覚えたちひろは、油断するとすぐに数式を間違えてしまう。その都度逢坂が指摘してくれるのだが、その発見速度が神がかり的なのだ。自分が作成したデータの、どこが間違っているのかちひろ本人ですらわからないというのに。

「逢坂社長。すぐ間違いに気がつくなんてすごいです」

　ちひろが素直に感嘆すると、逢坂はあたりまえという顔を返してきた。

「この程度で何をいっているんだ」

（そう言われてもなあ。こんな微々たる間違い、よく見ないとわからないと思うんだけど……）

　社長というものは、ここまで数字に強いものなのかと驚くばかりだ。

　逢坂は、日々課題を突きつけてきた。

　仕事が山積みになってしまい、やれどもやれども追いつかない。しかし、意味のない残業を逢坂は認めてくれなかった。それどころか残業するのは、業務を時間内に終えることのできない能力不足の証とまで言い切った。

「安直に、仕事が多いから残業しようと考えないように。まずは、就業時間内に業務を終わらせる効率的な方法を考えるんだ」

「は、はい。頑張ります！」

　ちひろの口癖である「頑張ります」に対し、逢坂はいつも辛辣だ。

「頑張りますと安易に口にしてはならない。肩肘の張った頑張りなど必要ない。自分の能力を上げる努力をしなさい」

「は、はいっ……！　頑張って、自分の能力を上げる努力をしますっ……！」

　無意識にそう返してしまい、逢坂がソファにもたれると天井を仰いだ。

「……頑張ってくれ。君なりのやり方でな」

　そう返されてしまい、呆れられたかと不安になる。

　しかし、今までの口癖や意識が数日で変わるわけがない。身を縮こませるちひろに対し、彼はいつでも淡々としていた。

　いや、ちひろだけではない。

　逢坂は誰に対しても平静で、感情を荒げることはなかった。そんな逢坂は、理想の社長像と言えるかもしれない。だが、ちひろには少々スパルタというか、時々感情の揺らぎを見せてくるから、言葉に詰まってしまうことがある。

（……なるべく怒られないようにしないと。資料は隅々まで目を通して、細かい数字はチェックして、自分で調べられることは調べる）

　社会人として当然のことではあるが、その当然のことができていなかったちひろは、今からでもしっかりやっていこうと気を引き締めた。

　そんな、ある日──

　表計算ソフトのノウハウ本を片手に売り上げの推移を確認していたら、突然机の上に紙袋をポンと置かれた。何かと面を上げると、逢坂が傍らに立っている。

「来年のＳＳサンプルだ。フィッティングしてくれ」

「ＳＳ……？」

（ＳＳって何？　シークレットサービスの略？　それともスペシャルななんかとか？）

　キョトンとするちひろに、逢坂は説明した。

「ＳＳとは、スプリングアンドサマーの略だ。つまり春夏の新作。アパレル用語だから覚えておいてくれ」

「はい」

　ちひろはエクセルの分厚い本を閉じると、何が入っているのだろうと紙袋を開いた。

（フィッティング……ということは試着？）

　深く考えず中身を覗くと、総レースの下着が出てきて小さな悲鳴を上げる。

「きゃっ！　や、やだ、恥ずかしい！」

「その程度で何を恥ずかしがることがある」

　逢坂は平然としているが、異性の前で下着の話をすること自体が恥ずかしい。

　おそるおそるその下着を手に取り、まじまじと眺める。質のいいレースは手になじみがよく、しっとりと柔らかい。とても凝った花模様で、つなぎ目も少なく、穿きやすそうに見えた。

　しかし、これは小さい。

　小さすぎる。あちこちが丸見えになってしまう。

「え……これを、フィッティング？」

「そうだ。着用して、穿き心地をモニタリングしてほしい。毎日穿いてみてくれ」

「ここここ……」

「ニワトリの真似か？　突然、宴会芸とかするな」

「違います！　こ、こ、こんなスケスケレースで、面積の少ないパンツ穿けません！」

「パンツなんて色気のない言い方をするな。総称してショーツと言うならまだしもだな」

　最近知ったのだが、今はヒップが出るようなショーツをＴバックとは言わないらしい。Ｇストリングス、もしくはタンガ、ソングと呼称する。

　手の中にあるレースのショーツも、それくらいの小さい面積しかない。何がどう違うのかさっぱりわからなかったが、そもそもＴバックというのも日本の造語だそうだ。

　Ｇストリングス、タンガ、ソングを見分けるのは難しい。こじつけだが、タンガとソングは、ほぼ一緒。Ｇストリングスは面積が一番少ないと、ちひろは覚えた。あまりにも差異がなさすぎて、正直どうでもいいとすら思えてしまう。

　自分が穿くとなれば、名称なんてもっとどうでもいい。パンツはパンツだ。何を言われようとも、こんなエロい下着を毎日穿くのは恥ずかしかった。

「み、見えたらどうするんですか？　階段の下からとか、転んだときとか」

　さすがに逢坂が鼻白む顔を向けてくる。

「そうそう見えるわけがないだろう。それに、なぜ転ぶ前提だ」

　それは私が転びやすいからですとは、口にしなかった。これ以上鈍くさいという烙印を押されたくない。

　といっても総レースのショーツなどを穿いたら、大事なシークレットゾーンも尻も丸見えだ。　万が一スカートが風でめくれでもしたら、それだけで人生ジ・エンドではないか。

　無理なものは無理。それに、嫌がる社員に無理やり下着を穿かせようとするなんて、ちょっとしたセクハラである。

「じ、次回でいいですか」

「いいだろう。無理強いさせるつもりはない」

　真っ赤な顔で俯くちひろに、逢坂はそれ以上強制してこなかった。紙袋を取り上げると、ほかの社員に呼びかける。

「誰かフィッティングしてくれ。検品検査も兼ねるから、そのまま自分のものにしていいぞ」

　すると色めき立ったようすで、他の社員が次々に挙手をした。

「私、やりたいです！」

「私も！」

（みんな、あんな薄っぺらくて生地の面積の少ないパンツを穿きたいの？　お腹冷えちゃわない？　特にあの日とか……）

　ちひろの懸念など、どこ吹く風。みな喜んでサンプルを受け取っている。誰もセクハラなんて騒がない。それどころか、手に取った商品について逢坂にいろいろと質問し始めた。

「逢坂社長。このショーツ、シームレス仕様になっていますね」

「そうだ。つなぎ目や縫い目を最小限に加工できる業者を見つけて作ってみた。レース素材のシームレスは珍しいだろう？」

「すごい！　これなら細身のパンツやスカートに響かないわ」

「本当ね。画期的。シームレスのショーツって味気ないデザインのものばかりなのよね。これなら機能と見た目を両立できるもの」

　女性社員が、キャッキャッと楽しそうにしている。

（画期的？　ただのエロい下着じゃないの？）

　彼女たちはそのサンプルを見て、すぐに何か気づいたというのに、ちひろはまったくわからなかった。

（恥ずかしくてすぐに返しちゃったけど、そんなに画期的だというなら、しっかり見ればよかった……）

「逢坂社長。お揃いでブラやキャミソールも企画しませんか？　こんなに上品なんだもの。ショーツだけなんてもったいないです」

「ブラとセットなら突然のデートにも対応できるわよね。普段使いも勝負用にもなるシームレスショーツ。いいキャッチコピーができそう！」

　みな次々に、商品から派生する商品の提案や、販売方法について案を出してくる。それがまた、購買意欲を増す内容ばかりで、ちひろはなんだか取り残された気分になった。もう一度先ほどの下着が見たくて、遠目で首を伸ばす。

　それに気がついた逢坂が、立ち上がったオコジョみたいにじーっと見ているちひろに声をかけてきた。

「どうした。やはりフィッティングしたくなったのか」

「え？　ええと……そういうわけではないんですが、画期的で珍しい下着というのを、もう一度見てみたいなあと思ってしまって……」

　たった数分前に嫌だと言ってしまった手前、今さら穿いてみたくなったとは恥ずかしくて口が裂けても言えない。

（う、うーん……私ったら、取り繕い方がヘタクソすぎじゃない？　バカにされちゃうかな？　それとも呆れられちゃう？　恥かいちゃったかも……）

　ところが逢坂は、バカにした言動も呆れた顔もしなかった。

「サンプルは、ほぼ分配されてしまったからな。君には違うものをフィッティングしてもらうか」

「違うもの？」

　逢坂がデスクの上に置いてある箱を開けた。

「海外の営業が強引に置いていったサンプルだ。どうだろうなと据え置いていたのだが、もしよければ着用して感想を聞かせてくれないか」

　フィッティングに興味を持ったのはいいが、感想を伝えられるかどうか不安になってしまい、無意識に顔が強張ってしまう。

　そんなちひろに、逢坂はこう言ってのけた。

「とにかく自社の開発商品は、社内全員にモニターをしてもらっている。当たり前のことだが市場に出す商品は、開発した側が自信の持てるものでないといけない。それにはまず自分たちで使用感を確かめることが重要だ。グダグダ言ってないで、さっさと腹をくくってくれ」

　逢坂の言っていることが正論中の正論すぎて、フィッティングを拒否した自分が愚かに思えてしまう。

「は……い……わかりました」

「商品検査も兼ねているから、面倒くさがらず毎日洗うように」

「あ、当たり前です！　洗うに決まっているじゃないですか！」

　ちひろは真っ赤な顔をして狼狽しているのに、逢坂は楽しそうに笑う。

（もうっ……意地悪なんだから！　商品がエロいのはちょっとアレだけど、モニターにはちゃんと意味があってのことなのね。嫌がるのは子供っぽかったかもしれない。これくらいのことで恥ずかしがらないようにしなきゃ）

　彼の言葉に感銘し、深く納得してしまったが。

　逢坂が箱の中から取り出した下着を目にして、凍りついてしまう──

「なななな……」

「宴会芸はもういいぞ」

「宴会芸じゃありません！　ななな、なんですか！　これは！」

　逢坂が見せてきたものは、中心部分が立体的になっているフェイクレザーの男性用ビキニであった。目を見開いたままアワアワしているちひろが、さすがに妙だと感じたのか、逢坂が手に持つ下着をまじまじと凝視した。

「これはメンズショーツか。間違えた。悪い悪い」

（男ものの下着を見せるなんて完璧にセクハラよ！　お父さんの柄ものトランクスだって触ったり見つめたりしないわ！　というか、これってメンズ？　エロすぎるわよ！）

　ふるふると小刻みに震えているのに逢坂が何食わぬ顔をするものだから、さすがに困り果ててしまう。

「いやらしい男性用下着を見せつけてくるなんて、セ、セクハラです！」

「下着の会社で下着の話をしてセクハラになるか。自意識過剰だ。別におれの下着姿を見せたわけじゃあるまいし」

　逢坂の下着姿……と心の中で反芻しただけで、無意識に妙な妄想をしてしまう。

　逢坂は背も高く、筋肉質ないい身体をしている。肩も広いし、手足も長い。腰のラインもすっきりしているから、内臓脂肪なんてほとんどないに違いない。

　服のセンスもよく、下着の会社でＣＥＯをしている彼の選ぶ男性用下着がどんなものか、急に気になってしまった。

（ぴったりボクサーとか……それ以上小さい下着？　逢坂社長がどんな下着を穿くのか気になっちゃう。あんなエッチなレザービキニじゃないわよね？　でも、ちょっと見てみたいような……）

　すっかり脳内が、ちょい悪オヤジのセクシーな下着姿で制されてしまった。狼狽えるちひろの顔を、逢坂が訝し気に覗き込む。

「顔が真っ赤だな。熱でもあるのか？」

　逢坂の大きくて厚みのある手が伸びて、ちひろの額を覆う。ちひろの好きな香りがふわりと漂って、顔から火が噴出しそうなくらいもっと赤く染まってしまった。

「逢坂社長。彼女は異性に触れられることが慣れていないんです。またセクハラとか大仰に騒がれますよ」

　横から高木が、棘のある口調でそう声をかけてきた。

「え、そんなことは……」

　ギロリと彼女に睨まれ、ちひろは何も言えなくなってしまう。

　逢坂の優しい手が離れていくと、途端になんだか寒くなったような気がする。

「無理するなよ」

　彼はそういうと、デスクに戻ってしまった。

　寂しい心地のまま椅子に座ろうとしたら、高木が耳元でそっと囁いた。

「あなたね、いくらなんでも社会常識なさすぎでしょう。逢坂社長に向かってセクハラですって？　何を勘違いしているの。フィッティングは仕事よ？　あなたは業務拒否しただけでなく、逢坂社長を誹謗中傷したことになるの。わかっている？」

　業務拒否に、誹謗中傷。

　不穏な言葉の羅列に、ちひろのほうが驚いてしまう。

「本気で思ったわけでは……」

　高木は細い眉をギリッと歪ませ、忌々しいという顔でちひろを睨みつける。

「あなたが本気か冗談かなんて、一切関係ないわ。どれほどユルい中小企業で雑用やっていたのか知らないけど、もしここがアメリカならセクハラの一言で裁判に発展することだってあるんだから。今後は気をつけることね」

「は……はい。わかりました……すみません」

　なんだかひどい言われようだなあと思う。

　しかし高木のコメントは、ほかの社員の総意のようであった。誰もちひろを庇おうとはせず、高木と同じような棘ある視線で見てくるのである。

（つい興奮して口にしちゃったけど、社長に対してセクハラなんて確かに失礼だったわ。私ったら……もう……非常識と怒られても仕方ない……）

　地の底まで落ち込みそうなほど反省していると、高木が打って変わった可愛い声で、逢坂に話しかけていた。

「逢坂社長。Ｓサイズが余ったので、サンプル置き場にしまっておきますね」

「ああ。誰かモニターしたいひとがいたら、勝手に使ってくれ」

「はーい」

　先ほどのシームレスレースショーツは、壁に並んでいる引き戸の書庫の中に収納されてしまった。みな何ごともなく業務に戻るが、ちひろはどうしてもそのショーツが気になってしまう。

　ランチ休憩の誰もいないときを見計らって、その一枚を手に取る。レース部分や縫い目の部分を、まじまじと凝視した。

「本当だ……つなぎ目がほとんどない」

　ちひろがよく見るタイプのシームレスと、まったく違う。シンプルなのにレースの模様が美しいから、とても上品に見えるのだ。

「勝負用にもなるかなあ？」

　勝手に使っていいと逢坂は言っていた。ちひろはそのショーツを小さくたたみ、バッグの中に入れると、そのあとは何事もなかったように、業務に打ち込んだ。

　なぜかはわからないが、早く家に帰ってこのショーツをフィッティングしてみたい。みんなのように、ちひろも楽しみたいと思ったのだ。
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　ちひろはアパートに戻ると、用意した簡単な料理をミニテーブルの上に並べた。白米、インスタントの味噌汁、納豆、鶏肉のピカタ。ありがたいことに、農業を営む実家が定期的に白米を送ってくれるおかげで、食べるものには困らなかった。父母には感謝するしかない。

「いただきます。さてと……」

　片手には箸、反対の手にはスマートフォン。準備は万端である。

　チャットアプリで元同僚の友人たちと現状報告をするのが、ひとりきりでとる夕食時の日課であった。

『つい口が滑っちゃって、セクハラとか言わなくていいこと叫んじゃったんです。すごく怒られて、泣きそうになっちゃいました』

　いつもならすぐに誰かが慰めや助言を返してくれるのに、ここ数日は反応が弱かった。今日も、食事を終えても既読にすらならない。風呂から上がった頃、ようやくチャットアプリがピロリンと鳴ったので、バスタオルを巻きつけたままの姿で確認する。

　だがチャットアプリに流れてきたのは、思っていたものとはほど遠い返事であった。

『ちひろは最年少で甘やかされていたからね。やっと社会の厳しさを知ることになってよかったんじゃない？』

　その返答に驚いてしまい、すぐさま問い返す。

『私、甘やかされていたんですか？』

　またしても何十分か放置され、やっと返ってきた返事はこのような内容だった。

『社員教育なんて一切なかったし、上下関係もユルユルだったからねえ。今だからわかるけど、倒産しても仕方ないような会社だった。私さあ、これからすごく忙しくなるから、あまりチャットを見られないかも。再就職先の会社が資格取得に積極的でさ、取った資格によって給料が増えるんだよね。それでさ、昇格試験なんかも……』

　最後まで読むことができず、スマートフォンをミニテーブルの上に置いた。

「なんだか、私だけ取り残されている気分……」

　連絡が取れなくなった同僚たちも、みな次の会社で忙しくしているのだろうか。自分だけが前を向いていないような気がした。

「甘やかされていたのかぁ……私。気がつかなかったな。どれだけ井の中の蛙なのよ……」

　ふと持ち帰ってきたショーツのことを思い出す。バッグの中からそれを取り出し、身体に巻きつけていたバスタオルをはらりと落とした。

　繊細なレースをゆっくりと伸ばすと、そっと右足の爪先を入れてみる。滑らかなショーツはするりと足の付け根まで上がり、へその下あたりで収まった。

　恥ずかしいと思いながらも、どんな感じになるのか見たくて堪らない。衝動に駆られたたまま、姿鏡の前に立ってみる。

「ふぁ……」

　胸が小さいのは今さらどうしようもないが、レースのシームレスショーツはとても形がよかった。

　ローライズ気味だが腰骨をギリギリ覆うくらいの位置で、腰をすっきりと見せることができる。腰だけ捻って、後ろ姿を確認した。ヒップラインは丸見えだが、レースが上品だからか、そういやらしいものでもない。

「エロいというより、可愛い……かも」

　せめてこれくらいの下着のときに、イケオジに抱かれたらよかったのにと思ってしまう。

「もし次に会うことがあれば……」

　こんな色気のある下着で、彼を迎えられたら──

　そんな妄想で頭がいっぱいになり、いつの間にか意識はホテルの中の一室になった。

　イケオジが、鼻にかかった優しい声で「ちひろ」と甘く囁いてくれる。そして服を一枚、また一枚脱がされ、可愛いランジェリー姿にさせられてしまう。ブラのホックも外され、ショーツもずらされ。秘密の場所に彼の指が伸びてきたら。

　夢見るような口づけを与えられ……と、妄想したところで、ギシッと天井が軋んだ。安普請のアパートでは、あの夢見るようなひとときを反芻すらできない。

「もうっ……」

　自分で自分に照れてしまったちひろは、慌ててそのショーツを脱ぎ捨て、いつものへそ上パンツに履き替えた。さっさとパジャマを身につけると、そのまま布団の中に潜り込む。

（次なんてあるわけないのに。あーあ、あのとき連絡先の交換をすべきだった。後悔しても遅いんだけどさ）

　ちひろは瞼を伏せると、鏡に映ったシームレスショーツ姿を、脳内で思い浮かべる。

　思っていたより穿き心地がよく、何より色気ひとつないちひろの身体に、ほのかな色気を与えてくれた。

　こんな勝負下着なら、イケオジに見られても恥ずかしくない。シームレス仕様だから、スカートやパンツにも響かない。普段用としても使えて、突然の勝負にも使える万能下着。

（あのショーツ、欲しいかも……）

「ダメダメ、エッチすぎるの！　お尻丸見えなんて！」

　掛け布団を頭から被って、これまでの自分の考えを肯定しようと懸命に頑張ってみるが──

社内の女性たちが嬉しそうな顔をしていたことと、レースのシームレスショーツを可愛いと思ってしまった気持ちは本物であった。
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　数日後──

　今朝は、定時より一時間早く出勤した。

「おはよう……ございます……」

　小声で朝の挨拶をしながら入ると、社内からは燦々と朝日が入り込むだけで返答はなかった。

（よかった。このフロアはまだ誰も出勤していないわね……）

　ちひろはトートバッグをデスクに置くと、すぐさま中から取りだした手洗い済みのショーツを、こっそりとサンプル置き場に戻しておく。

　名残惜しくて、そのショーツをまじまじと注視する。結局のところ、あのあと何回かショーツをフィッティングしてしまった。

　すっかり気にいってしまい、ショーツを返すのが寂しくなってしまったのである。　しかし、ちひろはフィッティングを断った身。ほかのひとのように、そのままもらうなんてことはできない。

（お揃いのブラが発売されたら、それもフィッティングしたいなあ……社販かな）

　ニヤニヤしながら、そーっと戸棚を閉め、ふうと安堵の息を吐く。

「これでいいわね」

「何がいいんだ？」

　突然低い声が背中から飛んできて、ちひろの背筋が驚きでビクンと震えた。慌てて振り向くと、そこにコーヒーカップを手に持つ逢坂が立っていた。

（わわっ……！）

　問われて、ちひろの背中から冷や汗がどっと流れる。

　こっそり持ち出したショーツを、戸棚にしまうところを見られてしまっただろうか？

　周囲の楽しそうな声に我慢できなくなり、つい持って帰って穿いてしまったのだとバレたらどうしよう。それもフィッティングはれっきとした業務の一環だというのに、セクハラだなんだと騒いだ手前、ものすごくばつが悪い。

「ええ……と……」

　どうしよう。

　なんと言って取り繕えばいいのか。

「早いな」

「は、はい。ちょっと……確認したいことがあったので」

　しどろもどろな言い訳を突っ込まれたらどうしようと心配したが、逢坂はどうでもいいという顔をした。

「そういや、大事なことを伝えていなかったな。パスポートは持っているか？」

　突然関係のない話を振られて、ちひろは頭からハテナマークが飛び出す。

「パスポート？　はい。持っています」

　パスポートなら、短大卒業旅行でハワイに行ったときに取得した。しばらく使わないだろうと、スーツケースの中に眠っているはずだ。

「突然海外出張になることもあるから、携帯しておいてくれ」

「えっ！　海外出張!?」

　突然の海外出張。そんなドラマみたいなことが現実にあるのか。いや、これまでもドラマみたいな光景を何度も見ている。

　きっとあるのだ。この会社では、突然の海外出張が！

　動揺していたからか、逢坂がちひろの肩をポンポンと叩いた。

「これからは、君にいろいろと行動してもらうことになる。今から心構えしておいてくれよ」

「いろいろとって……具体的にどこですか？」

「有名なところでフランスのランジェリーショーだ」

　日本語でも通じるハワイとフランスとでは、まったく勝手が違う。

ひとりで動き回れる自信がない。泣きそうな顔で俯くと、彼が安心させようとしたのか優しい声を出す。

「なんて顔をしているんだ。最初はおれが同行する」

「逢坂社長が？」

　不思議なことに、逢坂と一緒に海外出張と聞いて、不安どころか逆に安堵の気持ちになってしまう。彼ならばトラブルが起こっても対処してくれるだろうし、何より海外の旅に慣れていそうな気がした。

「あり……」

「おはようございます。逢坂社長」

「おはようございまーす」

　ありがたいですと返そうとしたら、高木を筆頭に次々と社員が入室してきた。

「ああ。おはよう」

　ちひろと逢坂が向かい合って会話している光景を目にした高木たちが、一瞬で顔をしかめた。

　また苦言を呈されるのかと思い、無意識に身構える。だが彼女たちは何も言わず、それぞれのデスクに向かった。

（よかった……海外出張の話のあとで。もし逢坂社長と同行するくだりを聞かれていたら、何を言われるかわからないもの）

　おそらく厚かましいとか、能力不足とか言われるに違いない。……自分でもそう思うのだから、反論の一つもできないのが悔しいところだ。

　安心したのも束の間。逢坂のほうから、彼女たちの怒りの導火線に着火してくれたのである。

「国内出張もあるから、それなりに用意しておけよ。遅刻したら容赦なく置いていくぞ」

「……は、はい」

　鋭い視線が、背中にいくつも突き刺さったような気がする。

（ううっ……怖い……また何か言われそう。そ、そうだ！　セクハラ発言の件。みんなが見ている前で、逢坂社長にちゃんと謝っておこう）

「逢坂社長っ……」

「なんだ？　質問事項か？」

「いえ、あの……先日は失礼な発言をして申し訳ありませんでした。軽率でした。すみません」

　ちひろは深々と頭を下げた。

　面を上げると、逢坂がじっとちひろを見つめてくる。サングラス越しだが、彼が強い眼差しを向けていることだけはわかった。

「軽率は軽率だが、外部の人間に対して言わないでくれたらいい。相手によっては怒り心頭になる場合もあるからな。計画倒産した会社ではどうだったかは知らんが、早くこの会社に馴染んでくれよ」

「はい。本当に申し訳ありませんでした！」

　再び頭を深く下げる。目線を上げたときには、もう逢坂は自分のデスクに戻っていた。

　ちひろも自分のデスクに戻り、椅子に腰掛ける。すると、すぐさま高木のイヤミが飛んできた。

「あなた、計画倒産した会社にいたの。どおりで社員教育がなっていないと思ったわ。代表取締役が卑怯だと社員の質も低いのね」

　確かに給与もボーナスも振り込んでくれず、逃げるようにして計画倒産をした社長は卑怯だと思うが、社員の質が悪いとかどうとか言われる筋合いはない。

「……確かに計画倒産しましたが、それと社員の質は関係ありません」

　ほかのみんなは新しい会社で頑張っているし、自己啓発だって頑張っている。何も知らない人間に卑下されたくはない。

　ちひろが確固とした口調でそう返したせいか。それとも、さすがに言いすぎたと思ったのか、彼女はそれ以上何も言ってはこなかった。

　ちひろも自分の業務に手をつけ始める。

（……とはいえ計画倒産って字面が悪いわよね。そこで働いていたとなったら、偏見持たれても仕方ないか。……あれ？）

　なぜ、社長は計画倒産のことを知ってたのだろう？

（長谷川さんから聞いていたのかな？　私の口からは計画倒産とは言ってなかったと思うんだけど……）

　本来なら色眼鏡で見られそうな経歴。

　それでも雇ってくれた逢坂に、ちひろはいろいろと考えるところが出てくる。

（逢坂社長は、とても寛大なひとだわ。あのひとにだけは半人前扱いをされたくない。できれば戦力社員として認められたい……！）

　そんな願いが、心の底からふつふつと湧き上がってくる。

　ちひろは、いつでも自分ができることを考え、日々の業務を精一杯にこなしていった。そのうちさまざまな提案を求められたり、ちひろ目線での改善案を提出したりするよう要請され始めた。

　インナー業界に疎いちひろに、画期的なアイディアや提案、改善案など出るわけがない。しかし逢坂は必ずそれらを求めた。だから、ちひろも日々市場調査をし、足を使ってインナーブランドのアンテナショップを回るようにした。

　怒られることも、厳しい指導を受けることもある。ありえないようなミスをしてしまい、ちひろの経験値では手がつけられなくなったことも一度や二度ではない。

　その都度、逢坂が驚きの手腕で解決してくれた。彼は驕るわけでも、ちひろに恩を着せるわけでもなく、淡々と解決方法を提示してくれる。

（とても頼りがいがあって、すごく人間の器が大きいひと……。こんなに素晴らしい社長の会社で働けてよかった。私、できるところまで頑張ってみよう！）

　初めの頃に持っていた苦手意識や憂慮が、どんどん消えていく。

　ちひろは逢坂に対し、言葉では言い尽くせないような尊敬の念が湧き上がってくるのを感じていた。
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　三か月後──

　会議室、チームリーダーを集めての月一ミーティング。逢坂は集まった彼らに、ちひろを引き続き逢坂預かりにすることを説明した。すると返ってきた答えがこれだ。

「逢坂社長が手をかける価値があるとは思えません」

「同感です。そもそもの能力値が低いんですよ」

　逢坂の目から見て、ちひろはかなりましになったほうだと思う。これまでの、たるんだ考えは捨て、自己啓発のために日々勉強に励んでいる。その証拠に、最近は失敗も減っているし、自ら積極的に動くようにもなった。

　だが彼女たちは、それでも標準以下の能力しかないと決めつけている。誰しも最初から仕事ができるわけではないが、もとから意識や心構えが高い彼女たちからしたら、やはりちひろは半人前以外の何者でもないのだろう。

　そこに、まったく違う意見を呈するものがいた。

「ぼくは、なかなかいいんじゃないかと思うけどね」

　前回は出張でいなかった人物、営業部のチームリーダー、有あり吉よし涼りょうだ。

　スタイルも顔もよく、自分を魅力的に見せるテクニックを知っている男。

　今も洒落たイタリアンスーツで身をかため、モデルみたいなキザなポーズで微笑んでみせる。

　茶色に染めたクセのある髪を気だるげにかき上げると、艶のある流し目でほかの女性陣を眺め見た。

　クールなはずの高木でさえ頬を染めるから、有吉は天性のたらしというものだろう。

　下着のバイヤーは女性率が高い。だから営業職には、顔がよく物腰の優しい男のほうがいいと考え、逢坂は有吉を選んだ。自分の審美眼は確かなものだと自負できるほど、彼の業績は華々しく、売り上げに多大な貢献をしてくれている。

　そんな彼は、当然のごとく女性陣から人気が高い。不用意にちひろを擁護などしたら、どうなることか。

「涼君は外回りばかりで、彼女の仕事っぷりを見ていないでしょう？　ひどかったんだから」

　案の定、ちひろに対していい感情を持たない高木が突っ込んできた。ほかのふたりも、うんうんと頷いている。

「そう？　ぼくが遅く帰社したときだけど、彼女は遅くまで残業して、資料を作ったり商品をチェックしたりしていたよ」

　憮然とした面持ちで言い返してくるのは、やはり高木だ。

「残業は能力が低い証拠よ」

　有吉は肩をすくめ、飄々とした態度を崩さない。

「そうだね。確かに入社した当初はダメダメだったかもしれないけど、今は努力しているんだよね？　自分を啓蒙するための残業はいいことだと思うよ。質問もたくさんしてくるし、勉強熱心に見えるな」

　そう言われ、女性陣は黙りこくってしまう。

　それにしても、ちひろが残業時に有吉とあれこれ話をしていたとは知らなかった。逢坂は椅子から立ち上がると、全員の顔を見渡した。

「中杢ちひろには、大きな商品企画をひとつ任せ、販売促進までひと通りやってもらおうと思う。みな、彼女に協力してやってくれ」

　不満そうな顔、驚く顔、どうでもよさそうな顔、面白そうな顔がそれぞれ並ぶ。

「彼女への評価は、その企画が終わってからにしよう」

　逢坂がこう言い切ると、誰も何も返してこなかった。

　ちひろにとって、ここは正念場かもしれない。しかし裏を返せば、反感を持ったり見下してきたりする連中を見返す、いいチャンスになる。彼女がそのチャンスを理解し、ものにすればいいのだが──

　そんな逢坂の思惑を、ちひろはまだ知らない。
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